
徳
川
頼
宣
の
藩
教
学
思
想

1
近
世
に
お
け
る
「
学
文
」
の
性
格
！

柴

田

純

門
要
約
】
　
近
世
の
幕
藩
領
主
権
力
が
負
っ
た
課
題
は
、
前
代
の
私
的
領
域
・
私
的
権
力
の
よ
り
上
級
権
力
へ
の
包
摂
及
び
人
民
の
「
心
」
の
薩
接
的
掌
握

に
あ
り
、
両
者
を
克
服
す
る
た
め
墓
藩
権
力
は
「
学
文
」
修
得
が
不
可
避
と
な
っ
た
。
徳
川
頼
宣
は
か
か
る
「
構
文
」
を
修
得
し
た
近
世
大
名
の
一
典
型

で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
が
如
何
な
る
論
理
に
よ
っ
て
家
臣
団
統
制
及
び
農
楽
支
配
を
実
践
し
て
い
っ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
藩
レ
ベ
ル
に
お
け
る
近

世
支
配
思
想
の
実
態
解
明
に
つ
な
が
る
。
さ
て
彼
の
家
臣
団
統
制
は
、
「
心
」
と
「
形
」
を
二
本
柱
と
し
な
が
ら
、
前
者
の
保
持
・
鍛
練
が
後
老
の
発
現
を

促
す
と
共
に
、
選
考
は
ま
た
最
終
的
に
五
常
を
内
在
さ
せ
た
「
忠
」
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。
そ
こ
に
頼
宣
の
近
世
的
君
臣
関
係
樹
立
の
意
図
が

表
現
さ
れ
た
。
農
民
支
配
に
関
し
て
は
、
彼
が
農
民
教
化
の
た
め
に
郡
奉
行
・
代
官
の
あ
る
程
度
の
自
立
を
期
待
し
な
が
ら
、
同
舎
に
小
農
ま
で
を
視
野

に
入
れ
た
農
罠
教
化
を
通
じ
て
そ
の
「
心
」
を
掌
握
し
、
自
己
の
基
盤
拡
大
を
意
図
し
て
い
た
点
を
考
察
し
た
。
史
林
六
四
巻
三
号
　
一
九
八
一
年
五
月

徳川頼宣の藩教学思想（柴田）

は
　
じ
　
め
　
に

　
近
世
幕
藩
劉
社
会
の
支
配
思
想
を
考
察
す
る
場
合
ま
ず
留
意
す
べ
き
は
、
単
に
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
思
想
家
の
そ
れ
を
検
討
す
る
の
み

で
は
な
く
、
領
主
階
級
の
意
識
を
も
合
わ
せ
含
め
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
際
、
幕
藩
制
社
会
が
ど
の
よ
う
な

諸
課
題
を
負
っ
て
成
立
し
た
か
、
と
い
う
問
い
か
ら
出
発
す
る
事
が
何
と
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
諸
課
題
こ
そ
支
配

思
想
と
し
て
以
後
具
体
化
か
つ
体
系
化
さ
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
当
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
諸
課
題
を
担
い
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つ
つ
現
実
の
諸
矛
盾
に
鋭
敏
に
対
応
し
て
い
っ
た
支
配
階
級
の
意
識
の
具
体
化
、
体
系
化
、
ま
さ
し
く
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
イ
デ
オ
戸
ー
グ
な
る

も
の
の
役
割
が
存
在
し
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
近
世
大
名
を
対
象
と
し
た
研
究
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
名
君
の
治
績
を
顕
彰
す
る
事
例
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
そ

こ
で
は
、
彼
ら
が
領
主
権
力
と
し
て
幕
藩
制
社
会
の
現
実
に
お
け
る
い
か
な
る
矛
盾
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
、
換
言
す
れ
ば
、
彼
ら
領

主
権
力
が
い
か
な
る
課
題
意
識
の
も
と
で
藩
政
を
主
導
し
た
の
か
・
と
い
・
た
視
点
が
欠
落
し
て
い
た
と
℃
え
る
の
で
あ
如
・
他
方
ま
た
・
従

来
の
思
想
史
研
究
に
行
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
頂
点
的
思
想
家
を
対
象
と
し
た
無
事
、
そ
れ
自
体
が
｝
つ
の
自
己
目
的
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
し

ま
い
、
彼
ら
の
思
想
が
現
実
の
社
会
の
中
に
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
思
想
の
社
会
的
機
能
の
追
求
は
な
お
ざ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
逆
に
、
あ
る
面
で
社
会
的
規
定
性
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
思
想
を
そ
の
社
会
の
中
に
正
し
く

位
置
づ
け
る
こ
と
を
困
難
と
し
、
そ
の
結
果
そ
の
思
想
の
全
体
像
が
十
分
明
確
に
と
ら
え
ら
れ
ず
、
ひ
い
て
は
近
世
全
期
の
思
想
史
全
体
の
見

通
し
を
も
っ
け
に
く
く
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
か
か
る
反
省
の
上
に
立
つ
時
、
幕
藩
制
社
会
が
負
っ
た
二
つ
の
課
題
、
即
ち
、
前
代
の
私
的
領
域
・
私
的
権
力
の
よ
り
上
級
権
力
へ
の
包
摂
、

お
よ
び
人
民
の
「
心
」
の
直
接
的
掌
握
を
自
己
の
基
本
課
題
と
し
な
が
ら
、
一
方
で
頂
点
的
思
想
家
の
「
学
文
」
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
獲
得

し
つ
つ
、
他
方
現
実
の
藩
政
を
主
導
す
る
な
か
で
自
己
の
課
題
克
服
を
目
ざ
し
た
近
世
大
名
の
支
配
教
学
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
我
々
が
幕
藩
制
的
支
配
思
想
を
組
み
立
て
て
い
く
上
で
き
わ
め
て
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、
右
に
述
べ
た
意
味
で
の
近
世
大
名
の
一
典
型
と
考
え
ら
れ
る
紀
州
藩
藩
主
徳
川
頼
宣
を
取
り

上
げ
、
彼
の
家
臣
団
統
幕
お
よ
び
農
民
支
配
の
論
理
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
藩
レ
ベ
ル
に
お
け
る
近
世
支
配
思
想
の
具
体
相
を

究
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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①
戦
前
に
お
け
る
近
世
大
名
の
研
究
に
は
、
中
村
孝
也
「
大
名
の
研
究
」
（
『
ミ
宅

博
士
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
注
一
九
二
九
年
、
岡
書
院
刊
所
収
）
、
福
井
久
蔵
『
諸

大
名
の
学
術
と
文
芸
の
研
究
恥
　
（
「
九
三
九
年
、
厚
生
閣
書
店
刊
）
等
が
あ
る
。

そ
の
後
、
一
般
的
に
は
名
霜
顕
彰
的
研
究
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
が
、
戦
後
例
え



ぱ
『
大
名
列
伝
㈲
一
名
鷲
篇
』
　
（
一
九
六
七
年
、
人
物
往
来
社
刊
）
は
、
　
「
厳
正

な
立
場
に
立
っ
て
、
史
料
批
判
を
し
た
う
え
で
、
各
人
の
評
価
」
を
舶
え
る
こ
と

を
目
ざ
し
、
そ
の
一
定
の
克
服
を
図
っ
た
。
だ
が
、
同
書
申
の
谷
口
澄
央
「
池
田

光
政
」
論
文
を
例
と
す
れ
ば
、
光
政
の
「
仁
政
」
が
い
わ
れ
、
　
「
農
政
」
へ
の
異

常
な
熱
意
が
主
張
さ
れ
は
す
る
が
、
そ
れ
ら
が
光
政
の
近
世
大
名
と
し
て
の
い
か

な
る
課
題
意
識
の
も
と
で
、
何
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
推
進
さ
れ
た
か
と
い
っ
た

問
題
意
識
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
。
そ
れ
は
他
の
収
載
論
文
に
つ
い
て
も
あ
て

は
ま
る
。
そ
の
点
、
最
近
の
庄
司
吉
之
助
『
近
世
民
衆
思
想
の
研
究
賑
　
（
一
九
七

九
年
、
校
倉
憲
房
刊
）
第
一
章
の
記
述
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

②
　
こ
の
点
は
、
従
来
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
な
が
ら
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実

　
情
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
郷
隆
盛
「
支
配
の
論
理
と
思
想
」
　
（
『
日
本
史
を
学
ぶ
』

　
3
、
有
斐
閣
）
参
照
。

③
拙
稿
「
那
波
活
所
の
思
想
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
＝
○
号
）
簗
一
章
注
（
6
）

　
参
照
。

④
　
徳
川
頼
宜
は
、
当
代
一
流
の
儒
者
那
波
活
所
の
「
学
文
」
を
吸
収
す
る
こ
と
で
、

　
以
下
本
文
で
述
べ
て
い
く
ご
と
ぎ
思
想
を
獲
得
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
〔
拙
稿

　
「
那
波
難
所
と
徳
川
頼
宣
」
　
（
『
日
本
歴
史
』
三
九
六
号
）
参
照
〕
。

徳川頼寛の藩教学思想（柴田）

（一）

頼
宣
の
親
政
時
期
の
確
定

　
　
　
　
　
　
　
①

　
『
南
龍
公
三
略
』
に
よ
れ
ば
、
徳
摺
頼
宣
は
徳
川
家
康
の
第
十
子
で
あ
り
、
第
十
一
子
水
戸
藩
藩
主
徳
川
頼
直
の
同
母
兄
で
あ
る
。
生
年
は

慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
三
月
七
日
置
伏
見
に
お
い
て
誕
生
し
た
。
幼
少
よ
り
家
康
に
鍾
愛
さ
れ
、
常
に
そ
の
近
辺
に
お
い
て
養
育
さ
れ
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
あ
る
。
そ
し
て
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
一
八
歳
の
時
、
幕
命
を
受
け
駿
府
か
ら
紀
州
に
入
国
す
る
に
至
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
附
家
老
と
し
て
安
藤
帯
刀
直
次
、
水
野
対
馬
守
重
仲
、
三
浦
長
門
守
為
春
、
久
野
丹
波
守
宗
成
と
い
う
、
後
世
に
い
わ

ゆ
る
「
四
極
」
と
称
さ
れ
た
人
々
が
頼
宣
に
従
っ
て
入
国
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
和
五
年
段
階
で
頼
宣
が
い
ま
だ
一
八
歳
の
若
者
で
あ

っ
た
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
後
の
数
年
間
は
こ
れ
ら
宿
老
に
よ
っ
て
藩
政
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
そ
の
転
換
点
は
ど
の
時
点
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
れ
を
安
藤
直
次
・
直
治
父
子
が
相
次
い
で
残
し
た
寛
永
十
二
・
十
三

（
ニ
ハ
三
五
．
三
六
）
年
頃
と
㌘
兄
た
輸
・
仮
に
築
＋
二
年
塞
準
と
す
る
と
・
水
野
家
を
相
続
し
た
灘
書
論
は
四
〇
歳
の
葦
で
あ
・

　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
が
、
三
浦
家
を
相
続
し
た
為
時
は
二
七
歳
、
久
野
家
を
相
続
し
た
少
外
記
宗
晴
は
二
八
歳
、
安
藤
直
治
の
遺
跡
を
相
続
す
る
千
福
丸
義
盗
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

至
っ
て
は
い
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
頼
宣
は
三
四
歳
の
壮
年
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
実
は
上
述
の
私
の
推

35 （327）



定
に
一
応
の
根
拠
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
点
と
関
連
さ
せ
る
と
き
、
寛
永
十
一
（
一
六
三
四
）
年
那
波
活
所
が
頼
宣
に
拝
謁
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

同
十
二
年
正
式
に
受
曝
し
て
い
る
こ
と
は
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
活
量
召
し
抱
え
が
頼
宣
の
藩
政
へ
の
意
志
を
表
現
し

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
頼
宣
の
藩
政
へ
の
意
志
が
現
実
に
具
体
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
寛
永
十
八
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

六
四
一
）
年
の
「
御
条
衝
」
四
一
ケ
条
の
発
布
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
法
令
は
寛
永
十
二
年
に
お
け
る
幕
府
の
改
定
「
諸
士
法
度
」
の
内

容
を
受
け
、
最
初
の
ニ
ケ
条
を
除
き
そ
の
条
目
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
　
「
諸
士
法
度
」
に
記
載
の
な
い
条
鳳
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
て
も
他
の
幕
府
法
か
ら
の
影
響
が
強
く
、
独
自
の
条
目
は
個
別
紀
州
藩
に
関
し
て
の
も
の
に
限
ら
れ
、
そ
の
数
も
少
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
法
令
は
や
は
り
頼
宣
自
身
に
よ
っ
て
直
接
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
が
家
臣
団
仁
恩
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ま
た
同
年
三
月
、
い
わ
ゆ
る
「
町
中
法
度
」
十
八
ケ
条
も
発
布
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
に
は
、
紀
州
藩
農
村
法
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
根
本
法
典
と
さ
れ
る
農
村
法
令
が
発
布
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
の
法
令
は
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
ω
㈲
ω
は
農
村
に
対
す
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

あ
り
、
②
は
農
村
支
配
の
直
接
的
部
署
を
担
当
し
た
郡
奉
行
・
代
官
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
際
、
ω
②
が
勘
定
奉
行
の
名
で

出
さ
れ
、
㈲
④
が
家
老
で
あ
る
三
浦
七
時
、
水
野
重
良
の
名
で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
こ
の
時
点
で
老

臣
・
勘
定
奉
行
が
と
も
に
頼
宣
の
も
と
に
直
接
把
握
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
農
村
支
配
に
当
る
勘
定
奉
行
も
ま
た
頼
宣
に
直
属
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
形
態
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
ま
た
顧
宣
の
親
政
を
確
か
に
立
証
す
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
以
上
挙
げ
た
よ
う
に
、
頼
宣
が
そ
の
親
政
を
開
始
す
る
や
そ
の
数
年
後
に
は
網
つ
い
で
家
臣
団
統
制
お
よ
び
人
民
支
配
に
つ
い
て

の
統
一
的
な
法
令
を
発
布
し
て
い
る
点
は
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
こ
の
両
者
が
近
世
大
名
の
「
撫
育
士
民
」

に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
何
よ
り
の
証
拠
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
①
　
荒
温
州
元
編
。
テ
キ
ス
ト
は
慶
応
大
学
繊
麗
配
所
蔵
の
写
本
を
使
用
。
な
お
こ
　
　
　
　
②
　
　
『
南
紀
徳
川
史
』
（
堀
内
信
編
棊
、
南
紀
徳
川
史
刊
行
会
）
第
一
冊
、
六
七
頁
、

　
　
の
項
に
つ
い
て
は
他
に
『
南
龍
落
様
御
年
賦
旧
』
　
（
荒
川
鼻
元
著
、
東
京
大
学
國
書
　
　
　
　
　
お
よ
び
岡
書
第
五
・
穴
㎜
撒
の
名
臣
伝
の
部
参
照
。

　
　
館
所
蔵
の
写
本
）
、
『
大
君
雷
行
録
』
　
（
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
摩
）
等
を
参
　
　
　
　
③
　
『
南
無
徳
川
史
』
第
六
冊
、
六
〇
～
九
五
頁
。

　
　
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
『
南
紀
徳
川
史
』
第
六
偶
、
二
八
七
～
二
九
六
頁
。
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⑤
　
　
『
｛
阿
紀
徳
川
史
』
柚
弟
六
皿
柵
、
一
二
一
二
～
ゴ
コ
七
頁
。

⑥
『
南
紀
徳
州
史
』
第
五
冊
、
箪
九
九
～
四
六
五
頁
。

⑦
『
南
紀
徳
川
史
』
第
六
冊
、
九
二
頁
に
二
説
に
三
歳
に
て
家
督
と
あ
り
」
と

　
あ
る
。

⑧
安
藤
氏
父
子
の
重
要
性
は
、
『
南
紀
徳
用
史
』
第
六
冊
所
収
の
系
譜
の
記
事
、

　
あ
る
い
は
『
大
君
雷
行
録
』
中
の
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

⑨
前
掲
拙
稿
参
照
。

⑩
「
南
龍
公
教
令
」
（
東
京
大
学
図
書
館
蔵
）
に
「
南
龍
院
様
御
灸
目
」
と
し
て

　
収
載
さ
れ
て
お
り
、
宋
尾
に
「
寛
永
十
八
年
己
二
月
十
三
日
」
と
あ
る
。

⑪
　
　
『
近
世
武
家
思
想
』
　
（
岩
波
書
店
、
日
本
思
想
大
系
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
寛

　
永
十
二
年
発
禰
の
「
諸
士
法
度
」
参
照
。

⑫
平
山
行
三
「
近
世
初
期
に
お
け
る
紀
州
藩
々
法
の
成
立
」
（
『
和
歌
山
大
学
学
芸

　
学
部
紀
要
瞼
人
文
科
学
7
所
収
）
に
こ
の
法
令
が
掲
げ
ら
れ
、
か
つ
検
討
が
加
え

　
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
法
令
の
特
質
と
し
て
治
安
警
察
的
規
定
が
多
い

　
こ
と
、
幕
府
法
の
影
響
が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑬
　
平
山
行
脚
一
『
紀
州
鶴
翼
村
法
の
研
究
』
　
（
吉
川
弘
文
館
刊
）
参
照
。
平
山
氏
は

　
同
書
で
正
保
の
農
村
法
令
発
布
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
以
下
の
四
点
に
整
理
さ

　
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
当
時
の
紀
州
藩
の
財
政
状
態
、
②
縫
民
支
配
機
構
の

　
整
頓
、
③
当
時
の
祇
会
状
態
、
④
暮
府
法
の
影
響
の
四
点
で
あ
る
（
同
書
一
五
三

　
～
一
六
〇
頁
）
。
こ
の
う
ち
平
山
氏
は
①
を
最
も
重
視
さ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
紀
州

　
藩
に
お
い
て
は
、
給
湿
高
の
過
重
の
た
め
藩
財
政
が
圧
迫
さ
れ
、
正
保
元
年
の
新

　
参
者
召
放
以
降
、
新
規
家
臣
の
召
抱
え
を
手
控
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
法

　
令
中
に
年
貢
収
奪
に
関
す
る
記
事
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
紀
州

　
藩
の
財
政
窮
乏
は
ご
凹
慢
性
的
傾
向
を
帯
び
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
が
正

　
保
二
年
の
段
階
で
統
一
し
た
農
村
法
令
と
し
て
発
布
さ
れ
る
直
接
酌
契
機
で
あ
っ

　
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
私
は
こ
の
法
令
発
布
の
直
接
的
契
機
を
②
に
求
め
た
い
。
そ
の
理
由
は
以
下
の

ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
近
世
大
名
と
し
て
成
長
し
た
頼

宜
が
、
そ
の
「
撫
育
士
民
」
の
一
方
の
柱
で
あ
る
農
民
支
配
の
必
要
性
を
認
識
し
、

　
そ
れ
を
実
践
し
は
じ
め
る
の
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
寛
永
十
二
・
十
三
年
頃

　
を
境
と
す
る
頼
宣
親
政
期
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
効
果
が
現
実
の
農

村
統
制
機
構
の
整
備
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
の
は
寛
永
末
年
で
あ
る
と
考
え
て
い

　
る
（
農
村
支
配
に
お
け
る
郡
奉
行
・
代
官
を
前
面
に
押
し
立
て
、
大
庄
屋
・
庄
屋

　
を
媒
介
者
と
す
る
体
制
が
こ
の
頃
完
成
す
る
）
。
そ
れ
故
、
正
保
二
年
に
そ
の
後

　
の
紀
州
藩
農
村
法
の
典
拠
と
な
っ
た
農
村
に
対
す
る
統
一
法
令
が
発
布
さ
れ
た
と

　
い
う
こ
と
は
、
こ
の
晦
点
で
農
村
支
配
の
た
め
の
統
一
的
政
策
が
こ
こ
に
一
応
の

基
礎
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
寛
永
十
八
年

　
の
「
御
涙
囹
」
が
幕
府
の
「
諸
士
法
度
」
を
手
本
と
し
な
が
ら
、
家
臣
団
統
制
の

　
た
め
に
発
布
さ
れ
た
こ
と
と
深
い
関
係
を
も
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
寛
永
十
二
・
十
三

　
年
頃
を
境
と
す
る
頼
宣
の
親
政
が
、
那
波
活
所
を
得
て
近
世
火
名
の
任
務
で
あ
る

　
「
撫
育
合
議
」
を
実
践
し
て
い
っ
た
一
つ
の
総
括
が
、
こ
の
両
法
で
あ
る
と
考
え

　
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
④
に
つ
い
て
も
、
幕
府
法
の
影
響
を

　
述
べ
る
よ
り
も
む
し
ろ
農
村
に
対
す
る
統
一
的
法
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を

　
考
え
る
べ
き
だ
と
田
心
う
。

⑭
　
法
令
の
ω
が
二
九
条
、
㈲
が
一
七
条
、
圖
が
十
一
条
、
ω
が
七
条
よ
り
構
成
さ
れ

　
て
い
る
。
但
し
㈲
に
つ
い
て
は
既
出
の
幕
府
法
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
内
容
で
あ

　
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
『
紀
州
藩
臣
村
法
の
研
究
』
一
四
九
～
一
五
〇
頁
）
。

⑯
　
平
山
前
掲
謝
、
一
五
二
～
一
五
三
頁
。
な
お
、
頼
宣
残
後
の
第
二
代
藩
主
光
貞

　
時
代
に
調
定
さ
れ
た
「
延
宝
五
年
の
溶
融
呂
段
階
で
は
、
蹴
棚
請
↓
老
臣
↓
勘
…
定
奉

　
行
の
老
臣
組
織
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
（
同
書
、
一
七
〇
～
一
七
一
頁
）
。
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（二）

近
世
大
名
と
し
て
の
頼
宣
の
自
己
認
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
本
章
以
降
で
基
本
史
料
と
し
て
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
一
般
に
『
南
龍
公
訓
諭
』
の
表
題
を
も
つ
和
綴
の
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
た
書
付
類

　
　
①

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
と
こ
ろ
で
、
本
章
の
課
題
は
、
頼
宣
が
子
息
に
与
え
た
教
訓
と
思
わ
れ
る
書
付
の
検
討
を
通
し
て
、
大
名
の
あ
る
べ
き
心
構
え
に
つ
い
て
頼

宜
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
頼
宣
の
藩
統
治
に
つ
い
て
の
根
本
理
念
、
す
な
わ
ち
事
柄
の

根
本
を
重
視
す
る
態
度
と
そ
の
た
め
の
「
学
文
」
の
不
可
欠
性
が
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
を
具
体
的
に
考
察
し
て
い
こ
う
。

　
頼
宣
は
ま
ず
先
祖
が
濤
和
源
茂
の
系
譜
を
引
く
こ
と
を
主
張
し
、
つ
い
で
「
中
興
の
御
元
祖
」
が
東
照
神
君
家
康
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
あ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ

　
　
神
機
の
興
野
に
、
御
三
家
の
御
国
之
仕
置
ハ
　
江
戸
の
政
の
影
を
う
つ
さ
せ
ら
れ
候
へ
、
と
の
御
し
め
し
の
由
、
し
か
れ
ハ
　
江
戸
の
御
仕
置
の
本
を
御

　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
考
な
く
て
ハ
不
叶
事
。

と
言
っ
て
い
る
。
右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
御
三
家
の
藩
政
は
幕
府
政
治
を
基
本
に
す
え
る
べ
き
こ
と
が
ま
ず
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
注
意

す
べ
き
は
、
そ
の
た
め
に
は
幕
府
政
治
の
「
本
」
、
す
な
わ
ち
そ
の
根
本
を
知
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
こ
こ
に
す
で
に
、
以
下
に
お
い
て
さ
ら
に
考
察
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
藩
政
に
当
っ
て
の
「
言
文
」
重
視
の
主
張
が
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
と
も
あ
れ
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
ご
と
く
頼
宣
の
手
に
な
る
法
令
が
い
ず
れ
も
幕
府
の
法
令
を
手
本
と
し
な
が
ら

発
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
自
身
が
忠
実
に
実
行
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
ま
た
、
　
「
軍
法
・
弓
馬
・
剣
術
」
と
い
っ
た
「
武
術
」
を
究
め
る
こ
と
の
必
要
性
、
諸
々
の
儀
式
・
制
度
の
根
本
に
あ
る
「
礼
」

を
知
る
こ
と
の
重
要
性
、
あ
る
い
は
諸
芸
能
と
し
て
の
「
楽
」
を
修
め
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
農
と
云
事
あ
り
。
農
業
ハ
人
生
の
本
也
。
山
林
・
野
牧
・
草
木
・
金
銀
・
土
石
の
事
迄
も
此
内
に
こ
も
れ
り
。
大
将
の
知
た
ま
ハ
て
不
馬
事
。

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
農
業
」
と
は
「
人
生
の
本
」
、
　
つ
ま
り
人
が
生
き
て
い
く
上
で
最
も
根
本
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
て
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③

い
る
。
か
か
る
農
の
重
視
は
、
い
わ
ば
中
世
末
以
来
の
一
般
的
通
念
で
あ
り
、
け
っ
し
て
頼
宣
に
固
有
の
観
念
で
は
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
「
人
生
の
本
」
と
し
て
の
「
農
業
」
に
つ
い
て
、
大
名
は
決
し
て
無
知
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
主
張
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
頼
宣
の
「
学
文
」
重
視
の
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
て
ほ
ぼ
明
ら
か
な
よ
う
に
、
頼
宣
は
統
治
に
あ
た
っ
て
は
事
柄
の
根
本
を
兇
究
め
る
こ
と
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

　
　
　
　
　
　
④

い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
た
め
に
は
「
学
文
」
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
、
と
彼
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
大
名
た

る
も
の
の
任
務
は
「
治
国
を
本
」
と
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
現
実
に
遂
行
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ
　
　
あ
　
　
り
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
神
君
の
御
尋
に
、
神
道
・
仏
道
・
儒
道
ハ
鼎
の
三
足
の
こ
と
し
、
と
仰
ら
れ
た
る
な
り
。
是
を
文
学
と
言
て
諸
道
の
根
元
に
し
て
武
術
の
奥
旨
も
皆
此
内

　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
よ
り
い
つ
る
な
り
。

右
の
史
料
で
は
、
　
「
神
道
・
仏
道
・
儒
道
」
が
「
文
学
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
は
「
諸
道
の
根
元
」
で
も
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
　
「
治
国
」
を
第
一
の
任
務
と
す
る
大
名
に
と
っ
て
、
　
「
文
学
」
つ
ま
り
「
学
文
」
は
そ
の
根
本
を
学
ぶ
た
め
の
不
可
欠
の
手
段
で

あ
り
、
ま
さ
に
そ
れ
故
に
極
め
て
大
切
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
開
ら
か
な
よ
う
に
頼
宣
は
、
統
治
に
当
っ
て
は
ま
ず
何
よ
り
も
事
柄
の
根
本
を
見
究
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

「
学
文
」
の
修
得
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
、
こ
の
子
息
へ
の
教
訓
書
の
中
で
右
の
点
に
つ
い
て
強
く
主
張

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
さ
ら
に
彼
は
、
そ
の
場
合
の
統
治
の
具
体
的
内
容
に
も
触
れ
、
最
後
の
条
で
次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
家
康
が
武
運
を
開
い
た
理
由
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
　
常
≧
の
御
仕
置
、
諸
士
ハ
不
及
言
、
町
人
百
姓
迄
も
そ
れ
ぞ
れ
に
御
念
入
候
故
、
人
≧
上
を
大
切
に
奉
存
故
也
。

と
述
べ
、
結
局
家
臣
団
統
制
と
農
民
支
配
が
大
名
に
と
っ
て
の
基
本
的
任
務
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
頼
宣
の
近
世
大
名
と
し
て
の
心
構
え
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
以
下
頼
宣
の
家
臣
団
統
制
お
よ
び
農
民
支
配
の
在
り
方
を
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
側
面
に
限
っ
て
検
討
し
て
い
こ
う
。
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①
　
一
般
に
町
南
龍
公
訓
論
鰐
の
表
題
を
も
つ
写
本
は
数
本
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず

　
れ
も
内
容
が
年
代
の
異
な
る
霧
付
類
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
た
め
か
成
立
年
代

　
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
　
『
南
紀
徳
川
史
』
の
編
者
も
成
立
年
代
を
不
明
と
し
て
い

　
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
内
容
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
④
御
当
家
若
き
御
大
将
の
心
づ
き
配
給
事
事

　
ω
年
寄
衆
之
内
若
輩
な
る
方
江
御
示

　
ω
頭
役
教
示

　
㈲
御
近
習
之
者
共
殊
に
御
用
達
申
者
共
江
被
仰
角
条
々

　
㈲
御
さ
い
し
ゃ
く
之
心

　
ω
在
≧
御
仕
置
之
儀
郡
奉
行
御
代
宮
窪
被
艀
渡
覚

　
㈲
郡
奉
行
御
代
官
江
被
仰
場
之
趣

　
さ
て
こ
こ
で
、
こ
の
書
付
が
誰
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
か
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
④
こ
の
書
付
類
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
蓼
柄
の
根
本
を
重
視
す
る
態
度
が
全

　
　
書
付
に
貫
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
例
え
ば
「
思
召
之
本
」
、
　
「
地
理
の
本
」
、

　
　
「
人
生
の
本
」
、
「
幽
思
を
本
」
、
「
仕
置
の
本
」
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ば
慕
柄

　
　
の
根
本
を
意
味
す
る
「
本
」
と
い
う
語
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
こ

　
　
と
は
こ
の
書
付
類
の
三
者
が
同
一
人
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

　
　
る
。

　
＠
㈲
溜
㈲
の
書
付
に
つ
い
て
は
、
安
藤
直
次
を
は
じ
め
と
し
た
紀
州
藩
初
期
の

　
　
重
臣
、
お
よ
び
加
納
五
郎
左
衛
門
、
僻
混
血
左
衛
門
そ
の
他
の
績
宣
側
近
者
の

　
　
名
前
が
多
く
登
零
し
、
か
つ
彼
ら
に
対
し
主
霜
の
立
場
で
応
接
し
て
い
る
。
従

　
　
っ
て
、
こ
の
欝
付
類
が
紀
州
藩
藩
主
賢
聖
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
⑳
㈲
の
史
料
中
に
、
　
「
只
今
存
命
之
十
休
よ
く
存
へ
し
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
十
休

　
　
と
い
う
の
は
大
番
頭
を
勤
め
た
芦
川
甚
五
兵
衛
公
吉
の
隠
居
後
の
号
で
あ
る
。

　
　
彼
の
隠
居
の
年
は
確
定
で
き
な
い
が
、
十
休
は
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
十
一

　
　
月
六
日
病
死
し
て
い
る
（
『
思
詰
徳
川
史
』
第
六
冊
、
　
二
九
～
一
三
〇
頁
）
。

　
　
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
書
付
が
寛
文
八
年
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

　
　
い
る
。
頼
宣
の
隠
居
は
寛
文
七
年
五
月
で
あ
り
、
寛
文
十
一
年
に
残
し
て
い
る
。

　
か
く
し
て
④
＠
⑳
の
三
点
か
ら
、
こ
の
書
付
類
が
頼
覚
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
と
確

　
罪
し
て
よ
い
と
思
う
。
従
っ
て
、
こ
の
書
付
類
を
頼
宣
の
藩
支
配
に
お
け
る
根
本

　
理
念
を
検
討
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
こ
こ
に
収
載
さ
れ
た
史
料
が
頼
宣
晩
年
の
寛
文
初
年
頃
成
立
と
考
え
ら
れ
る

、
こ
と
か
ら
、
正
保
期
の
考
え
方
と
は
時
期
的
な
ズ
レ
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
こ
の
間
頼
宣
の
政
策
に
基
本
的
な
変
化
は
な
か

　
つ
た
と
考
え
て
い
る
（
頼
宣
は
慶
安
三
年
か
ら
万
治
二
年
ま
で
の
十
年
闘
在
江
戸

　
し
て
お
り
紀
州
に
は
帰
国
し
て
い
な
い
）
。
ま
た
、
史
料
的
な
綱
約
も
あ
っ
て
、

　
本
稿
で
は
こ
の
史
料
を
使
用
す
る
。

　
　
さ
て
こ
の
写
本
は
数
本
存
在
す
る
と
構
い
た
が
、
東
京
大
学
図
書
館
本
、
内
閣

　
文
庫
本
お
よ
び
慶
応
大
学
図
書
館
本
に
は
い
ず
れ
も
同
じ
箇
所
に
ニ
ペ
ー
ジ
に
わ

　
た
っ
て
欠
落
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
神
宮
言
置
本
は
表
題
を
『
紀
伊
南
龍
公
家
臣

　
二
示
ス
心
得
書
』
と
す
る
が
、
内
容
は
前
三
者
と
岡
一
で
あ
り
、
か
つ
前
記
の
欠

　
落
が
な
い
完
全
本
で
あ
る
（
但
し
『
南
平
徳
困
難
』
第
一
冊
、
…
二
　
二
九
買
以
下
に

　
収
め
ら
れ
た
も
の
に
は
欠
落
は
な
い
）
。
ま
た
、
他
の
宇
句
に
つ
い
て
も
神
宮
文

　
庫
本
は
前
～
二
者
に
比
較
し
て
良
質
と
判
断
で
き
る
の
で
、
本
稿
で
は
テ
キ
ス
ト
と

　
し
て
神
宮
文
庫
本
を
使
用
す
る
。

　
　
な
お
、
本
稿
で
右
の
史
料
を
引
用
す
る
場
含
は
今
後
特
別
の
譲
託
を
付
さ
な
い
。

　
ま
た
本
稿
で
の
傍
点
は
す
べ
て
筆
者
の
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
ヤ

②
　
史
料
④
の
置
付
は
蓑
題
に
「
御
当
家
若
き
御
大
将
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の
書

　
付
が
誰
に
与
え
ら
れ
た
か
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
世
子
光
貞
は
覧
永
～
二
（
一
六
二

　
六
）
年
生
ま
れ
で
覧
文
元
（
一
穴
六
一
）
年
段
階
で
三
五
歳
と
な
り
こ
れ
に
当
た

　
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
寛
永
十
八
⊃
六
四
一
）
年
生
ま
れ
で
、
寛
文
入
年
紀
州

　
の
う
ち
に
五
万
石
の
分
知
を
う
け
る
久
松
頼
純
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

③
例
え
ば
、
立
花
宗
茂
が
「
農
民
は
国
の
本
也
、
仁
政
を
可
加
」
（
「
立
斎
公
御
咄

　
之
覚
」
近
藤
斉
署
『
近
世
以
降
武
家
家
訓
の
研
究
臨
資
料
編
＝
四
頁
）
と
述
べ
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て
い
る
如
く
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
当
時
の
大
名
の
一
般
的
通
念
で
あ
っ
た
と
考

　
え
て
差
し
支
え
な
い
。

④
　
こ
の
よ
う
な
事
柄
の
根
本
を
重
視
す
る
頼
宣
の
態
度
は
、
次
の
史
料
か
ら
も
窺

　
わ
れ
る
。

　
い
つ
れ
の
役
と
て
も
平
な
か
ら
、
老
中
の
指
引
ハ
殊
更
思
弼
之
本
を
奥
意
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ふ
く
ミ
て
申
渡
さ
て
ハ
不
叶
事
也
。
本
と
ハ
讐
ハ
諸
士
へ
御
作
法
足
渡
な
ら
ハ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ゐ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
へ

諸
士
一
和
し
て
上
を
大
切
に
思
付
頼
る
所
是
本
也
。
傘
茸
さ
へ
た
て
ハ
諸
士
の
作

法
一
和
の
色
と
て
し
せ
ん
と
見
事
成
も
の
な
り
。

徳川頼宣の藩教学思想（柴田）

（＝一）

頼
宣
の
家
臣
団
統
制

　
ま
ず
始
め
に
、
年
寄
衆
の
任
務
に
つ
い
て
の
頼
宣
の
見
解
を
考
察
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ゆ
　
　
つ
　
　
マ
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
マ
　
　
へ
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ヨ
　
　
う
　
　
ゆ
　
　
う
　
　
め
　
　
う
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
リ
　
　
ヨ
　
　
わ
　
　
ぬ
　
　
う
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
む
　
　
む

　
　
上
よ
り
の
御
せ
ん
き
に
ハ
、
年
も
た
け
其
行
跡
も
よ
く
旧
功
も
つ
も
り
　
上
の
御
心
根
を
よ
く
知
ぬ
き
た
る
者
御
仕
置
の
御
手
つ
た
い
仕
り
　
御
名
代
を

　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら

　
　
曇
る
職
分
な
れ
ハ
、
下
≧
よ
り
あ
か
む
る
心
あ
る
ハ
こ
と
バ
リ
な
り
。
し
か
れ
ハ
覚
す
し
て
奢
る
心
も
出
来
る
と
こ
ろ
を
心
と
ふ
せ
く
か
先
老
中
第
一
の

　
　
嗜
也
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
　
「
上
の
御
心
根
を
よ
く
知
ぬ
」
い
て
い
る
年
寄
衆
の
職
務
は
大
名
の
「
御
名
代
」
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
、
頼
宣
が
年
寄
衆
に
対
し
い
わ
ば
一
心
同
体
と
な
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
年
審
衆
の
職
務
が
右
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
年
号
衆
に
対
し
「
下
≧
」
が
「
あ
か
む
る
心
」
を
以
っ
て
接
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
為
に
年
寄
衆
が

「
奢
る
心
」
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
そ
こ
に
、
そ
の
よ
う
な
「
奢
る
心
」
を
年
寄
衆
自
身
が
「
心
と
ふ
せ
く
」

必
要
性
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
こ
そ
、
　
「
老
中
第
一
の
嗜
」
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
年
寄
衆
の
実
際
の
職
務
内
容
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
老
中
ハ
諸
役
く
の
惣
も
と
な
れ
ハ
　
御
公
儀
の
御
勤
事
　
御
家
の
御
作
法
　
御
国
の
御
政
道
あ
る
へ
き
事
を
不
知
し
て
ハ
、
時
に
臨
事
に
応
し
て
の
指

　
　
引
つ
か
ゆ
る
事
あ
る
べ
し
。

右
に
あ
る
ご
と
く
、
そ
れ
は
幕
府
に
対
す
る
勤
役
、
紀
州
藩
の
家
中
統
制
、
紀
州
藩
の
人
民
支
配
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
か
く
し
て
以
上
述

べ
た
こ
と
を
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、
年
寄
衆
が
右
の
三
つ
の
職
務
を
現
実
に
正
し
く
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
彼
ら
の
「
奢
る
心
」
を
「
心
と
ふ
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せ
く
」
こ
と
が
是
非
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
「
上
の
御
心
根
を
よ
く
知
ぬ
」
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
単
に

年
寄
衆
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
頼
宣
の
家
臣
一
般
に
対
す
る
要
求
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ

　
　
い
つ
れ
の
役
と
て
も
言
な
か
ら
、
老
中
の
字
引
ハ
殊
更
　
思
召
之
本
を
奥
意
に
ふ
く
ミ
て
申
渡
さ
て
ハ
不
墨
型
也
。

こ
の
よ
う
に
「
思
召
之
本
」
を
知
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
頼
宣
の
真
意
を
正
し
く
認
識
し
て
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
年
寄
衆
を
含
め
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

臣
一
般
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
家
臣
が
そ
の
よ
う
な
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
至
る
に
は
、
一
体
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
莫
職
分
を
勤
る
事
、
外
を
た
」
さ
ん
と
お
も
ハ
Σ
内
に
か
へ
り
見
て
其
身
を
た
」
す
へ
し
。
其
身
さ
へ
た
Σ
し
け
れ
ハ
指
引
も
道
に
か
な
ひ
、
士
民
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
を
折
す
と
こ
ろ
を
物
し
り
と
も
に
よ
く
承
る
へ
し
。

す
な
わ
ち
、
　
「
外
を
た
＼
」
す
た
め
に
は
、
ま
ず
「
内
に
か
へ
り
て
其
身
を
た
」
」
す
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
説
か
れ
る
。
つ
ま
り
内
面
の

鍛
練
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
修
身
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
修
身
が
正
し
く
行
な
わ
れ
る
な
ら
、

「
指
引
も
道
に
か
な
ひ
、
士
民
も
つ
の
を
心
す
」
状
態
が
お
の
ず
か
ら
惹
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
か
る
見
解
が
、
　
『
大
学
』
の

い
わ
ゆ
る
「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
内
面
の
重
視
は
、
儒
学
と

く
に
「
心
学
」
と
総
称
さ
れ
る
宋
明
性
理
学
に
共
通
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
ま
た
頼
宜
側
近
の
儒
者
で
あ
っ
た
那
波
活
所
の
場
合
に
も
い
わ
ば

「
思
」
の
重
視
と
し
て
そ
の
思
想
の
中
心
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
よ
う
な
修
身
を
実
現
す
る
た
め
に
「
物
し
り
と
も
に
よ

く
承
る
へ
し
」
と
主
張
さ
れ
た
場
合
の
「
物
し
り
」
が
儒
者
を
さ
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
「
魚
文
」
の

修
得
に
よ
・
て
こ
そ
修
身
は
実
現
さ
れ
る
の
だ
・
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
輸
・
亡
し
て
・
こ
の
さ
つ
な
修
身
こ
そ
蒙
臣
に
対
し

そ
の
職
務
の
梅
田
よ
き
遂
行
を
約
束
し
、
従
っ
て
ま
た
主
君
の
意
に
適
う
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
か
か
る
修
身
を
実

現
す
る
た
め
の
「
学
文
」
は
、
単
に
大
名
の
「
撫
育
士
民
」
と
い
う
統
治
術
獲
得
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
家
臣
が
主
食
の
「
思

召
之
本
」
を
知
っ
て
、
そ
れ
に
適
う
べ
く
自
己
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
も
不
可
欠
な
前
提
な
の
で
あ
り
v
か
か
る
も
の
と
し
て
大
名
の
側
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か
ら
要
求
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
近
世
大
名
が
一
方
で
家
臣
団
を
統
制
し
な
が
ら
、
他
方
で
人
民
の
直
接
支
配
を
彼
ら
に
委
ね
る
必
要
が
あ

っ
た
こ
と
、
そ
こ
に
こ
の
よ
う
な
頼
宣
の
教
訓
が
説
か
れ
る
根
拠
が
存
在
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
次
に
、
近
習
に
対
す
る
頼
宣
の
訓
戒
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
こ
の
史
料
で
は
、
頼
宣
の
家
臣
団
統
制
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
最
も
よ
く

表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
上
記
の
頼
宣
の
家
臣
団
把
握
の
仕
方
を
一
層
詳
細
に
追
求
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
始
め
に
次

の
史
料
か
ら
検
討
し
よ
う
。

　
　
一
　
奉
公
思
入
之
能
ハ
　
　
　
　
　
心

　
　
一
　
時
宜
仕
付
作
法
之
能
ハ
　
　
　
　
形

　
　
　
右
二
色
に
叶
た
る
教
の
ふ
か
き
道
理
を
物
知
共
二
承
り
糧
へ
し
。
讐
ハ
雨
に
あ
た
り
て
も
ハ
け
さ
る
様
に
し
、
能
事
を
鮮
少
之
間
も
、
ま
き
れ
て
も
わ

　
　
　
す
れ
さ
る
様
に
染
つ
け
置
へ
き
也
。

右
の
史
料
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
　
「
心
」
つ
ま
り
内
面
的
世
界
と
、
　
「
形
」
つ
ま
り
外
面
的
な
儀
礼
的
世
界
と
は
、
藩
老
相
侯
っ
て
大

切
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
そ
れ
ら
を
共
に
修
得
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
だ
か
ら
こ
の
両
者
に
合
致
し
た
「
教
の
ふ
か
き
道
理
」

を
「
物
知
共
」
に
尋
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
身
体
に
そ
れ
ら
を
共
に
「
染
つ
け
置
」
ほ
ど
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
心
」
と
「
形
」
の
根
抵
な
る
「
道
理
」
の
重
視
は
、
那
波
野
鴨
の
「
六
経
論
語
孟
子
律
令
格
式
」
を
重
視
す
る
考
え
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
④

相
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
恐
ら
く
そ
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
頼
宣
の
事
柄
の
根
本
を

重
視
す
る
考
え
方
と
も
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
こ
こ
で
い
う
「
形
」
は
、
い
わ
ゆ
る
儀
式
典
礼
と
い
っ
た
も
の
か
ら
身
分
的
秩
序
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

法
的
秩
序
ま
で
を
含
む
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
と
も
あ
れ
、
　
「
心
」
と
「
形
」
の
両
者
を
共
に
身
に
付
け
る
こ
と
を
必
要
不
可
欠
と

す
る
こ
の
頼
宣
の
考
え
方
を
念
頭
に
お
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
進
め
よ
う
。

　
頼
宣
は
、
　
「
近
習
」
の
う
ち
殊
に
「
御
用
達
候
者
共
」
に
対
し
、
彼
自
身
が
好
む
態
度
を
次
の
三
点
と
し
て
列
記
し
て
い
る
。

　
　
醐
　
御
意
に
入
度
と
思
へ
か
ら
す
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一
　
物
こ
と
に
な
ず
ミ
う
バ
バ
る
へ
か
ら
す

　
　
一
　
心
の
留
守
の
な
き
様
に
仕
へ
し

こ
こ
に
い
う
第
一
条
は
、
あ
る
面
で
「
へ
っ
ら
ふ
こ
と
」
の
否
定
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
条
に
関
連
し
て
次
の
ご
と
く
主

張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
如
何
様
之
　
御
意
に
て
も
、
理
に
あ
た
ら
す
と
存
事
か
、
又
ハ
ゑ
得
せ
さ
る
焙
餅
不
渾
幾
度
も
伺
へ
し
。
ゑ
と
く
せ
さ
る
に
御
詞
を
卒
爾
に
下
ヘ
ハ
ら
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

　
　
す
て
ま
じ
き
な
り
。
但
千
一
ニ
ツ
理
非
共
に
其
通
り
に
せ
よ
と
の
　
御
意
あ
る
事
あ
る
へ
し
。
是
ハ
御
ふ
く
ミ
有
て
の
儀
な
れ
ハ
か
く
別
な
り
。

こ
の
史
料
の
前
半
は
、
頼
宣
が
い
つ
も
の
ご
と
く
「
理
」
す
な
わ
ち
道
理
を
蘇
重
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
後
半
に

お
い
て
「
千
一
ニ
ツ
」
の
場
合
、
　
「
理
非
」
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
頼
宜
が
自
己
の
意
志
を
通
す
こ
と
も
ま
た
「
御
ふ
く
ミ
」
あ
る
こ
と
と
し

て
保
留
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
因
み
に
、
戦
国
大
名
に
み
ら
れ
た
法
の
重
視
は
、
従
来
の
在
地
に
お
け
る
理
的
秩
序

を
私
的
な
も
の
と
き
め
つ
け
、
自
己
の
法
を
こ
れ
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
の
権
力
の
確
立
を
目
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
に
も
か

か
わ
ら
ず
彼
ら
自
身
が
未
だ
十
分
に
は
私
的
性
格
を
払
拭
し
え
ず
、
か
く
し
て
そ
の
恣
意
性
を
完
全
に
は
免
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
未
熟
性
を
内
包
さ
せ
た
ま
ま
無
理
矢
理
い
わ
ば
そ
の
頂
点
に
ま
で
達
し
た
の
が
、
信
長
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
信
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

意
志
そ
の
も
の
が
法
で
あ
り
理
で
あ
る
が
ご
と
き
形
態
に
他
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
そ
の
挫
折
を
通
し
て
新
た
に
産
み
出
さ
れ
た
近
世
幕
藩

体
制
H
公
儀
体
制
に
あ
っ
て
は
、
　
「
撫
育
士
民
」
を
自
己
の
任
務
と
す
る
徳
治
主
義
的
政
策
が
一
面
に
お
い
て
は
ど
う
し
て
も
不
可
欠
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
幕
藩
体
制
の
支
配
の
在
り
方
が
通
常
法
度
主
義
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
く
の
恣
意
的
支
配
が
許

さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
、
こ
こ
で
頼
宣
が
主
張
す
る
「
千
二
一
ッ
」
の
特
例
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
言
う
迄
も
な
く
そ
れ
は
、
頼
宣
が
た
だ
「
千
二
一
ッ
」
の
場
合
に
お
い
て
し
か
我
意
を
主
張
し
え
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
ま
さ
し
く
そ
こ
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
頼
宣
が
公
儀

体
制
と
し
て
表
現
さ
れ
た
武
家
の
道
理
に
あ
る
面
で
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
限
り
こ
こ
で
い
う
公
儀
体
制
と
は
、
公
的
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⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

秩
序
（
理
的
秩
序
）
と
い
う
緑
葉
に
よ
っ
て
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
公
的
秩
序
は
、
や
が
て
天
理
嚢
公
を
本
質
と

す
る
溶
明
性
理
学
に
よ
っ
て
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
基
礎
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
ま
た
近
世
に
お
い
て
「
学
文
」
修
得
の
重
要
性

が
主
張
さ
れ
て
く
る
理
由
も
あ
る
の
で
あ
る
。
頼
宣
も
ま
た
近
世
大
名
の
一
人
と
し
て
、
そ
の
動
向
に
従
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

　
さ
て
す
こ
し
横
道
に
そ
れ
た
が
、
こ
こ
で
考
察
を
前
の
史
料
に
戻
し
、
と
り
わ
け
二
条
と
三
条
に
つ
い
て
さ
ら
に
分
析
を
進
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
大
欲
心
の
者
ハ
知
行
俸
禄
に
う
ハ
わ
れ
、
又
好
色
の
者
ハ
女
若
衆
の
事
に
う
ハ
わ
る
㌧
故
に
、
志
も
た
か
ひ
、
形
の
作
法
も
た
か
ふ
故
に
土
の
道
を
大
ぎ

　
　
に
け
か
す
な
り
。

右
の
史
料
は
「
う
ハ
わ
る
Σ
」
こ
と
よ
り
生
ず
る
弊
害
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
心
的
態
度
が
前
掲
史
料
の
第
二
条
に
当
た
る
こ
と
は

言
う
迄
も
な
い
。
と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
な
心
的
態
度
か
ら
は
、
「
志
も
た
か
ひ
、
形
の
作
法
も
た
か
ふ
」
が
故
に
、
「
士
の
道
を
大
き
に
け
か
す
」

結
果
が
生
ず
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
心
的
態
度
で
あ
れ
ば
「
奉
公
思
入
」
を
能
く
し
よ
う
と
す
る
志
も
、
　
「
時
宜

仕
付
作
法
」
を
よ
く
行
な
お
う
と
す
る
こ
と
も
、
共
に
出
来
な
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
「
士
の
道
」

を
「
け
か
す
」
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
こ
か
ら
も
ま
た
頼
宣
の
「
士
の
道
」
と
は
、
先
述
の
「
心
」
と
「
形
」
の
両
面

に
わ
た
っ
て
主
君
に
奉
仕
す
べ
き
こ
と
の
要
求
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
と
共
に
、
ま
さ
し
く
そ
こ
か
ら
上
述
の
ご
と
き
心
的
態
度

が
戒
め
ら
れ
た
理
由
も
判
明
す
る
わ
け
で
あ
る
。
で
は
こ
の
よ
う
な
「
う
ハ
わ
る
」
」
こ
と
の
原
因
と
そ
の
克
服
の
方
法
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
エ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

　
　
御
家
の
作
法
た
Σ
し
き
様
に
と
の
心
懸
ハ
持
な
か
ら
、
な
つ
ミ
う
ハ
わ
る
玉
一
心
留
守
な
る
故
也
。
し
か
る
間
、
家
に
主
の
あ
る
や
う
に
、
心
の
留
守
の

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
へ

　
　
な
く
、
不
断
我
た
い
に
あ
る
し
を
置
事
専
一
の
儀
な
り
。
惣
而
常
の
人
に
し
て
分
を
安
ん
ず
と
い
ふ
こ
と
、
故
あ
る
儀
の
よ
し
能
承
り
わ
き
ま
ふ
へ
し
。

こ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
心
留
守
な
る
」
事
が
「
な
つ
ミ
う
ハ
わ
る
」
」
こ
と
の
原
因
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
家
に
主
の

あ
る
や
う
に
」
、
「
我
た
い
に
あ
る
し
を
山
事
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
　
「
う
ハ
わ
る
Σ
」
ご
と
き
心
的
態
度
の
克
服
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が
、
　
「
家
に
主
の
あ
る
や
う
に
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
家
の
思
想
と
結
び
つ
け
て
主
張
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
　
「
我

た
い
に
あ
る
し
を
置
」
べ
き
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
心
の
主
な
る
道
理
を
常
に
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
説
か
れ
、
そ
の
際

そ
の
根
拠
と
し
て
「
家
に
主
の
あ
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ご
と
く
「
家
に
主
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
自
明
の
前
提
に
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
藩
に
大
名
が
存
在
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
論
理
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
の
思
想
に
よ
る
君

臣
関
係
の
正
当
化
は
、
孝
が
近
世
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
孝
は
、
こ
こ
で
は
単

に
純
粋
な
人
倫
関
係
と
し
て
の
父
子
の
関
係
に
つ
い
て
の
み
言
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
家
臣
団
を
家
中
と
し
て
家
的
編
成
原
理
の
も
と
に
組
み

込
ん
だ
近
世
に
あ
っ
て
は
、
君
臣
問
の
主
従
制
的
関
係
を
正
当
化
し
て
い
た
忠
の
思
想
と
共
に
、
そ
れ
を
い
わ
ば
側
面
か
ら
補
強
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

・
さ
て
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
　
「
心
」
と
「
形
」
を
い
わ
ば
二
本
柱
に
し
な
が
ら
家
臣
団
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
編
成
を
行
な
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
「
心
」
と
「
形
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
理
念
の
も
と
に
統
一
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
点
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
あ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
時
宜
仕
付
な
け
れ
ハ
、
く
わ
ん
た
い
な
る
に
よ
り
て
先
此
形
に
付
た
る
作
法
も
な
く
て
ハ
不
叶
事
な
り
。
又
奉
公
思
入
の
能
と
ハ
、
万
事
に
付
て
誠
よ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
な
す
事
な
り
。
し
か
る
故
に
品
≧
に
付
て
色
ハ
か
わ
れ
と
も
信
ハ
ロ
ハ
一
也
。

こ
こ
で
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
「
形
」
の
重
要
性
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
共
に
第
二
に
、
　
「
心
」
の
重
要
性
も
ま
た
説
か
れ
、

そ
れ
は
「
奉
公
思
入
の
能
」
と
は
「
誠
よ
り
な
す
事
な
り
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
際
、
そ
の
対
象
に
よ
っ
て
色
々

姿
は
異
な
る
と
し
て
も
そ
の
根
本
は
い
つ
も
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
信
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
か
く
て
要
す
る
に
、
こ
の
「
信
」
に

基
づ
く
主
君
へ
の
奉
公
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
「
形
」
と
「
心
」
と
は
次
の
よ
う
に
し
て
統
一
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ

　
　
時
宜
仕
付
ハ
形
に
付
た
る
物
な
れ
と
、
信
の
心
よ
り
の
慎
う
や
ま
ふ
時
宜
な
れ
ハ
、
其
真
実
ハ
忠
の
一
字
に
皆
こ
も
り
た
る
事
。

す
な
わ
ち
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
時
宜
仕
付
」
と
い
う
よ
う
な
外
繭
的
事
柄
は
、
　
「
信
の
心
」
と
い
う
い
わ
ば
内
面
性
を
養
う
こ

46　（338）



徳川頼宣の藩教学患想（柴田）

と
に
よ
っ
て
お
の
ず
か
ら
表
面
に
現
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
結
局
「
忠
の
一
字
に
皆
こ
も
り
た
る
」
と
し
て
、
こ
こ
に
「
形
」

と
「
心
」
が
共
に
「
忠
」
の
も
と
に
統
一
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
場
合
、
　
「
忠
」
と
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
道
徳
の
教
の
五
常
と
や
ら
ん
に
忠
は
こ
も
り
た
る
よ
し
、
い
つ
も
物
知
り
共
の
い
ふ
こ
と
な
れ
ハ
、
し
ら
ぬ
耳
に
も
養
そ
う
成
書
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
こ
に
「
忠
」
は
「
道
徳
の
教
の
五
常
」
、
す
な
わ
ち
仁
義
礼
智
信
の
そ
れ
ぞ
れ
に
内
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
頼
宣
の
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、

家
臣
は
「
慈
悲
深
く
」
、
　
「
道
理
を
わ
く
る
智
恵
」
を
持
ち
、
「
士
之
常
」
た
る
「
義
」
と
「
信
」
を
身
に
備
え
、
さ
ら
に
「
時
宜
仕
付
」
と
し

て
の
「
礼
」
を
重
ん
ず
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
て
そ
の
よ
う
な
そ
の
い
ず
れ
の
徳
の
う
ち
に
も
「
忠
」
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

注
目
す
べ
き
は
次
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
慈
悲
深
く
」
と
い
う
こ
と
は
家
臣
団
の
人
民
支
配
に
お
け
る
あ
る
べ
き
態
度
で
あ
り
、
　
「
道

理
を
わ
く
る
智
慧
」
と
し
て
の
智
は
血
気
の
「
思
召
之
本
」
を
知
っ
て
自
己
の
職
務
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
家
臣
の
い
わ
ば
上
に
対

す
る
関
係
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
義
信
礼
は
、
い
ず
れ
も
家
臣
団
が
自
己
の
位
置
、
つ
ま
り
分
を
知
っ
て
奉
公
に
努
め
る
際
の
在
り
方

を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
徳
の
中
に
「
忠
」
が
貫
徹
す
る
と
し
て
頼
宣
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
忠
」
の
実
践
と
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
五
常
」
を
実
践
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

て
次
の
重
要
な
事
実
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
頼
宣
は
、
家
臣
団
が
主
君
へ
の
服
従
と
人
民
支
配
の
先
兵
た
る
役
割
を
同
時
に
合
わ
せ
持
つ

存
在
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
認
識
し
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
い
て
家
臣
団
教
化
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

し
て
そ
の
よ
う
な
家
臣
団
に
対
す
る
彼
の
認
識
は
、
道
理
に
適
つ
た
こ
と
と
し
て
家
臣
団
に
強
要
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ぬ

　
　
ま
こ
と
の
道
を
聞
に
、
我
心
に
合
た
る
と
こ
ろ
あ
ら
ハ
我
心
得
之
能
を
知
べ
し
。
あ
わ
さ
る
処
を
ハ
な
ら
さ
る
ま
て
も
ね
り
き
た
ふ
へ
し
。

す
な
わ
ち
、
頼
宣
が
こ
れ
迄
述
べ
て
き
た
こ
と
は
す
べ
て
「
ま
こ
と
の
道
」
に
適
つ
た
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
家
臣
団
に
対
し
、
自
分
の
心
が

そ
れ
と
一
致
す
る
な
ら
「
我
意
得
之
能
」
と
合
点
し
て
よ
い
が
、
な
お
「
あ
わ
さ
る
処
」
が
あ
る
な
ら
ば
「
な
ら
さ
る
ま
て
も
ね
り
き
た
ふ
へ

し
」
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
家
臣
団
は
、
そ
の
家
臣
団
と
し
て
の
本
来
在
る
べ
き
姿
を
明
確
に
提
示
さ
れ
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
努
力
す
る
べ
く
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
頼
宣
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
近
世
的
な
君
臣
関
係
の
樹
立
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で
あ
る
。
従
っ
て
、
家
臣
団
へ
の
頼
宣
の
か
か
る
訓
戒
は
、
彼
自
身
が
「
学
文
」
の
修
得
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
が
頼
宣
の

家
臣
団
統
制
に
お
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
形
態
を
と
っ
て
表
現
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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①
　
前
掲
書
付
ω
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ

　
　
二
言
に
も
不
レ
及
事
な
れ
と
も
、
水
魚
の
思
ひ
を
な
す
と
や
ら
ん
物
の
本
に
も
あ

　
　
る
こ
と
く
御
前
遠
く
て
ハ
な
ら
ぬ
事
也
。

　
と
あ
る
。

②
　
前
掲
書
付
⑥
に
、

　
　
面
外
町
奉
行
を
始
諸
役
一
の
心
得
共
ハ
は
て
し
も
な
き
購
な
れ
ハ
し
る
す
に

　
　
不
及
。
早
寛
お
ち
る
所
ハ
其
役
≧
に
す
き
ま
な
く
、
上
の
思
召
の
下
へ
通
る
様

　
　
に
と
あ
る
事
な
り
。
思
召
之
本
を
し
る
事
肝
要
也
。

　
と
あ
る
ご
と
く
、
　
「
思
召
之
本
」
を
知
っ
て
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
は
、
年
寄
衆

　
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

③
　
万
治
～
寛
文
初
年
に
か
け
て
、
紀
州
藩
に
お
い
て
儒
学
が
家
臣
団
に
受
容
さ
れ

　
て
い
た
様
子
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
近
世
前
期
の
家
臣
団
的
世
界
」
　
（
未
発
表
）

　
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
別
郭
と
し
て
発
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

　
の
際
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

④
　
拙
稿
「
那
波
活
所
の
愚
想
」
第
一
章
参
照
。

⑤
前
掲
書
付
④
に
、
「
形
に
付
た
る
時
宜
」
と
し
て
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
御
家
を
重
ん
し
、
く
ら
み
一
に
あ
い
し
ら
い
、
私
な
く
お
も
き
を
重
ん
し
、

　
　
す
い
さ
ん
せ
さ
る
所
は
形
に
付
た
る
隠
宜
な
れ
ハ
少
も
無
礼
画
す
へ
か
ら
す
。

　
つ
ま
り
、
御
家
の
重
視
、
分
の
強
調
、
私
の
否
定
と
よ
り
上
位
者
の
尊
重
、
我
意

　
の
否
定
で
あ
る
。

⑥
　
「
越
前
国
軍
」
（
奥
野
高
広
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
下
入
八
頁
）
に
、
「
錐
二

　
事
薪
子
細
候
胴
亀
二
何
事
一
も
信
長
申
次
第
二
覚
悟
肝
要
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
そ

　
れ
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
儒
長
の
自
己
神
格
化
の
道
も
そ
の
帰
結

　
と
思
わ
れ
る
。

⑦
　
こ
こ
で
言
う
「
理
」
と
い
う
思
葉
は
、
近
世
以
前
に
お
け
る
「
理
」
が
武
士
団

　
の
家
、
惣
、
一
揆
と
い
っ
た
集
団
の
私
的
領
域
を
あ
る
意
味
で
保
証
す
る
ご
と
き

　
役
割
を
果
し
て
い
た
の
に
対
し
、
近
世
に
お
け
る
「
理
」
と
は
、
そ
れ
が
天
理
且

　
公
と
し
て
の
儒
学
に
お
け
る
理
の
観
念
と
合
体
し
て
、
い
わ
ば
公
の
階
層
的
秩
序

　
を
保
証
す
る
観
念
と
し
て
上
か
ら
提
示
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

⑧
　
公
的
秩
序
と
は
公
の
階
層
的
秩
序
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
那
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
カ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ゐ
　
　
む
　
　
　
　
ゐ
　
　
マ
　
　
　
　
う

　
活
所
の
「
忠
臣
義
士
為
レ
君
忘
レ
家
為
レ
国
忘
レ
身
」
　
（
拙
稿
「
那
波
活
所
の
思
想
」

　
第
二
章
注
ω
参
照
）
と
い
う
蓮
葉
を
手
が
か
り
に
若
干
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
　
こ
こ
で
は
、
君
と
家
お
よ
び
国
と
身
と
い
う
次
元
の
異
な
る
二
つ
の
概
念
が
対

　
比
さ
れ
、
一
方
で
露
へ
の
忠
が
家
に
表
現
さ
れ
た
孝
に
優
先
す
る
と
さ
れ
、
そ
れ

　
と
共
に
他
方
で
は
国
へ
の
奉
公
は
我
が
身
を
忘
れ
て
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ

　
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
雷
え
ば
、
君
と
は
藩
の
主
体
、
つ
ま
り
家
中
の
本
体

　
で
あ
っ
て
、
個
々
の
家
臣
団
の
家
は
そ
の
内
に
包
摂
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
が
故
に

　
君
へ
の
忠
が
個
々
の
家
の
孝
に
優
先
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
忠
孝

　
も
ま
た
藩
の
家
的
編
成
原
理
の
中
で
公
の
階
層
的
秩
序
化
を
補
強
す
る
観
念
と
し

　
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
外
見
上
普
遍

　
的
存
在
で
あ
り
、
か
つ
武
士
団
の
運
命
共
同
体
で
も
あ
っ
た
国
（
藩
）
に
よ
り
、

　
身
と
い
う
個
別
的
存
在
を
否
定
す
る
と
い
う
立
場
、
従
っ
て
い
わ
ゆ
る
減
私
奉
公

　
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
て
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
き
、

　
次
の
よ
う
に
言
う
事
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
ま
ず
個
と
し
て
の
身
が
私
と

　
し
て
規
定
さ
れ
、
そ
れ
を
基
底
と
し
な
が
ら
、
よ
り
普
遍
性
を
持
っ
た
存
在
（
家
・



藩
・
公
儀
等
）
が
そ
れ
ぞ
れ
他
者
と
の
関
係
の
中
で
段
階
的
に
公
と
規
定
さ
れ
、

　
そ
し
て
そ
の
上
で
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
公
が
さ
ら
に
そ
の
内
部
に
お
い
て
も
階
層

化
さ
れ
段
階
づ
け
ら
れ
る
事
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
い
わ
ば
公
の
階
層
的
秩
序
が

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
公
の
階
層
的
秩
序
化
は
、
単
に
武

　
家
内
部
の
秩
序
化
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
武
家
と
農
工
商
と
の
関
係
に
お
い
て

　
も
適
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
農
工
商
相
互
間
お
よ
び
そ
の
内
部
の
秩
序
化
に
お

　
い
て
も
同
様
に
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
い
わ
ば
将
軍
か
ら
被

差
別
部
落
民
に
至
る
迄
、
幕
藩
体
制
の
身
分
制
的
秩
序
全
体
に
貫
徹
し
そ
れ
を
保

　
証
す
る
観
念
体
系
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
右
述
の
急
所
の
見
解
の
中
に
は
、
他
な

　
ら
滋
こ
の
よ
う
な
公
私
の
論
理
が
確
か
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で

　
あ
る
。

⑨
こ
こ
に
は
、
法
の
重
視
を
唱
え
そ
れ
が
君
民
間
の
信
頼
関
係
を
保
証
す
る
と
し

　
た
活
所
の
思
想
と
同
じ
思
考
様
式
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
拙
稿
「
那
波
活
所
の
思

　
想
」
第
二
章
第
一
節
参
照
。

⑩
前
掲
書
付
q
の
に
、

　
　
た
と
ひ
至
極
す
ま
さ
て
不
叶
子
細
と
一
仔
候
共
、
思
召
に
あ
わ
さ
る
事
を
無
理
に

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
す
ま
し
度
と
は
　
御
家
の
者
に
ハ
あ
る
ま
し
き
儀
也
。

　
と
か

　
傍
輩
へ
の
た
の
も
し
つ
く
と
　
主
君
へ
の
忠
義
と
を
く
ら
へ
す
し
て
は
心
儘
に

　
　
相
す
ま
さ
る
事
を
き
う
ふ
す
る
ハ
ふ
つ
か
う
成
る
強
震
。

　
と
か
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
、
主
君
個
人
へ
の
忠
と
し
て
で
は
な
く
「
御
家
」

　
腱
定
式
公
的
存
在
に
対
す
る
忠
と
し
て
「
思
召
」
が
正
当
化
さ
れ
、
後
者
は
主
君

　
と
の
公
的
関
係
が
「
傍
輩
」
と
の
個
人
的
関
係
に
優
先
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

＠
　
拙
稿
「
那
波
活
所
の
思
想
」
第
ご
章
注
ω
参
照
。

　四
　
頼
宣
の
農
民
支
配

（

徳川頼宣の藩教学思想（柴田）

　
さ
て
本
章
で
は
、
頼
宣
の
農
民
に
対
す
る
「
心
」
の
支
配
が
ど
の
よ
う
な
論
理
構
成
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
ま
ず
農
民
支
配
の
直
接
的
任
務
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
郡
奉
行
・
代
官
に
対
し
、
頼
宣
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を

求
め
て
い
た
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
郡
奉
行
・
代
官
の
「
精
の
出
し
様
」
の
「
軽
重
」
に

従
っ
て
、
　
「
百
姓
の
心
入
黒
白
替
り
あ
り
」
と
、
頼
宣
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
頼
宣
は
、
郡
奉
行
・
代
官
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

在
り
方
に
ど
の
よ
う
な
態
度
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
次
の
二
点
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

郡
泰
行
・
代
官
之
考
と
無
相
違
、
或
駅
程
遠
に
依
而
左
様
豪
儀
を
奉
行
所
二
期
不
存
、
又
ハ
存
て
も
不
当
考
に
申
遣
儀
有
之
時
、
何
も
思
案
之
通
仕
候
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

」
　
御
為
に
然
る
へ
け
れ
共
、
不
入
指
墨
を
申
少
考
ん
よ
リ
ハ
悪
く
と
も
そ
れ
に
い
た
し
た
る
か
ま
し
可
成
。
出
か
し
立
撃
、
皆
に
い
か
Σ
と
思
れ
ん
よ

り
ハ
遠
慮
仕
る
へ
き
、
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と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
他
人
の
目
を
気
に
し
て
、
結
局
「
御
為
」
に
ょ
い
と
思
う
こ
と
も
差
し
控
え
て
し
ま
う
よ
う
な
消
極
的
態
度
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
カ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ぬ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
り

　
　
縦
誰
殿
歴
々
の
被
申
越
候
共
、
此
段
ハ
こ
玉
を
手
延
に
仕
候
姦
濫
　
御
為
に
不
可
然
と
存
所
を
心
強
く
存
入
候
所
を
立
、
後
日
に
其
子
細
の
申
分
を
ハ
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
目
付
衆
を
以
成
共
可
達
な
れ
ハ
、
私
の
気
推
に
て
も
無
蓋
と
思
入
　
御
為
之
処
一
ツ
を
守
り
仕
る
へ
き
、

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
　
「
御
為
」
に
ょ
い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
裁
墨
で
行
な
っ
て
い
く
よ
う
な
積
極
的
態
度
で
あ
る
。
か
か
る
二
つ
の
態
度

に
対
し
、
頼
宣
は
い
か
な
る
評
価
を
下
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
前
老
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
マ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
へ

　
　
無
差
舎
も
申
付
、
内
を
身
を
藁
打
様
に
な
と
」
て
石
芋
儀
ハ
御
奉
公
を
不
意
上
か
ま
し
に
て
有
之
問
、
気
弱
き
御
奉
公
ハ
仕
ま
し
く
候
。

と
述
べ
、
明
確
に
こ
の
態
度
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
農
民
支
配
の
実
際
に
あ
た
る
郡
奉
行
・

代
官
は
、
こ
の
時
期
に
は
も
は
や
、
単
に
上
か
ら
の
命
令
を
忠
実
に
実
行
す
る
だ
け
で
は
務
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
史
料
の
う
ち

に
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
気
弱
き
御
奉
公
」
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
す
で
に
、
頼
宣

の
家
臣
に
対
し
一
定
の
自
立
性
を
要
求
す
る
態
度
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
述
す
る
。
さ
て
他
方
後
者
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
つ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
急
な
る
儀
ハ
先
仕
、
後
日
に
談
合
吟
味
式
社
。
ゆ
る
や
か
成
時
論
前
廉
談
合
吟
味
仕
へ
し
。
十
ヵ
十
な
か
ら
よ
き
事
を
仕
る
儀
ハ
誰
か
上
に
も
な
ら
さ
る

　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
儀
な
り
。
十
の
内
三
ツ
四
ツ
も
能
ハ
奇
特
手
か
ら
也
。

と
さ
れ
て
お
り
、
か
く
て
頼
宣
は
こ
ち
ら
の
態
度
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
次
の
史
料
が
さ
ら
に
そ
れ
を
確
認
さ
せ
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
其
心
を
本
と
し
て
御
為
に
よ
き
と
薫
る
仕
鷺
を
思
ひ
出
し
、
無
癬
怠
心
に
懸
、
何
と
ぞ
　
思
召
に
叶
候
様
に
と
仕
る
処
世
奉
公
な
り
。

こ
の
よ
う
に
、
前
述
し
た
ご
と
き
積
極
的
な
態
度
を
基
本
と
し
て
「
思
召
に
叶
」
う
よ
う
な
在
地
支
配
を
貫
徹
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
頼
宣
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
「
御
奉
公
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
頼
宣
が
郡
奉
行
・
代
富
に
対
し
、
彼
ら
が
職
務
遂
行
に
当
っ
て
い
か
な
る
態
度
で
臨

む
こ
と
を
求
め
て
い
た
か
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
端
的
に
言
う
な
ら
ば
そ
れ
は
、
　
「
思
召
之
本
」
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
あ
る
程

度
の
自
立
性
を
も
っ
て
活
動
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う
迄
も
な
く
⇔
章
で
述
べ
た
、
家
臣
団
統
制
に
際
し
て
頼
宣
が
そ
の
基
本

的
態
度
と
し
た
近
世
的
君
臣
関
係
樹
立
の
希
求
か
ら
必
然
的
に
生
ま
れ
て
き
た
要
求
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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さ
て
、
そ
れ
で
は
頼
宣
の
「
思
召
に
叶
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
思
召
に
叶
と
い
ふ
ハ
、
百
姓
を
し
ほ
り
御
金
米
を
沢
山
に
納
候
得
ハ
能
と
存
る
事
に
て
ハ
無
之
候
。
御
蔵
も
寒
餅
も
年
貢
ろ
く
に
納
、
芭
姓
ゆ
た
か
に
末

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
≧
も
さ
か
へ
候
様
に
と
の
儀
に
て
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
頼
宣
の
見
解
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
徳
治
政
治
を
標
榜
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
単
純
な
徳
治

主
義
の
主
張
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
出
て
く
る
背
景
に
は
、
近
世
大
名
に
と
っ
て
年
貢
収
奪
が
そ
の
基
本
的
収
入

源
で
あ
っ
た
た
め
、
郡
奉
行
・
代
官
に
よ
る
無
茶
苦
茶
な
収
奪
が
か
え
っ
て
農
村
の
疲
弊
を
招
き
、
結
果
的
に
収
奪
不
能
の
状
態
が
引
き
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

さ
れ
る
の
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
い
う
、
頼
宣
の
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
す
ぐ
後
で
「
仕
置
ハ

へ
　
　
リ
　
　
へ

大
か
た
に
て
南
瓦
盛
事
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
木
目
細
か
な
「
仕
置
」
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も

う
。
し
か
も
そ
の
よ
う
な
木
目
細
か
な
「
仕
置
」
が
、
　
「
末
々
蓬
も
有
衆
に
心
さ
し
の
出
る
様
に
教
群
島
な
り
」
と
い
わ
れ
る
ご
と
く
、
農
民

が
生
産
に
「
心
さ
し
」
を
出
す
よ
う
に
、
つ
ま
り
出
精
に
励
む
よ
う
に
「
教
申
」
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
ご
と
く
、
頼

宣
の
い
わ
ゆ
る
徳
治
政
治
の
う
ち
に
は
、
農
民
を
よ
り
合
理
的
に
支
配
し
収
奪
し
よ
う
と
す
る
狡
猪
な
意
志
が
潜
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

点
を
次
の
史
料
で
さ
ら
に
確
認
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
リ
　
　
へ
　
　
あ

　
　
教
れ
ハ
禽
獣
も
能
を
な
す
。
い
か
に
土
民
に
て
も
人
間
な
る
あ
い
た
清
を
出
し
教
る
に
形
の
つ
か
さ
る
事
あ
る
へ
け
ん
や
。

こ
こ
に
あ
る
頼
宣
の
農
民
観
は
、
教
化
を
通
じ
て
の
人
間
の
向
上
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
学
び
て
聖
人
に

至
る
べ
し
と
い
う
宋
明
性
理
学
の
テ
ー
ゼ
と
あ
る
面
で
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
背
後
に
は
、
教
化
に
よ
っ
て
農
民
の
生
産

意
欲
を
増
大
さ
せ
、
そ
の
年
貢
収
奪
の
基
礎
を
拡
大
し
う
る
と
共
に
、
合
わ
せ
て
農
民
に
対
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
操
作
も
可
能
で
あ
る
と
い

う
、
頼
宣
の
隠
れ
た
意
志
が
容
易
に
察
知
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
農
罠
教
化
の
具
体
的
方
法
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヵ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
カ
　
カ
　
う
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
へ

　
　
法
度
に
行
ん
と
い
ふ
も
教
の
処
也
。
先
口
に
て
教
、
書
物
に
て
教
、
過
料
の
誠
に
て
教
る
事
無
形
怠
者
、
土
民
迄
真
の
心
を
得
心
す
る
様
に
精
を
爾
し
た
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る
所
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
法
度
」
自
体
が
教
化
の
一
方
法
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
「
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
て
教
」
と
は
、
年
頭
な
ど
に
庄
屋
が
農
民
を
集
め
五
人
組
帳
前
書
等
を
読
み
聞
か
せ
る
方
法
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
書
物
に
て
教
」

と
は
、
高
札
等
に
よ
る
教
化
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
　
「
過
料
の
誠
に
て
承
る
事
」
が
刑
罰
的
欄
掲
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
と
も
あ

れ
、
こ
の
よ
う
な
様
々
の
手
段
を
用
い
て
「
土
民
迄
真
の
心
を
得
心
」
す
る
様
、
郡
奉
行
・
代
官
は
努
力
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て

首
尾
よ
く
そ
れ
が
実
現
し
、
か
く
て
「
其
百
姓
・
其
郡
・
其
村
里
の
風
俗
」
が
よ
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
彼
ら
の
出
精
の
証
し
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
で
は
、
こ
の
「
風
俗
偏
が
よ
く
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
風
俗
よ
け
れ
ハ
年
貢
も
無
害
納
、
皆
済
も
無
言
、
或
ハ
此
方
よ
リ
ハ
未
進
を
延
ん
と
す
。
百
姓
よ
り
ハ
垂
ん
と
す
。
是
　
上
よ
り
の
慈
悲
下
よ
り
の
偽
な

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
き
風
俗
也
。
ケ
様
に
な
し
申
ハ
　
思
召
に
叶
処
也
。

す
な
わ
ち
、
百
姓
が
年
質
皆
済
を
自
己
の
義
務
と
心
得
、
そ
の
皆
済
に
出
精
す
る
よ
う
な
状
態
、
そ
れ
こ
そ
「
偽
な
き
風
俗
」
で
あ
り
、
頼
宣

の
想
い
描
い
た
理
想
的
状
態
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
上
か
ら
見
た
徳
治
政
治
の
実
現
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
状
態
を

現
出
す
る
こ
と
が
、
頼
宣
の
「
思
召
に
叶
」
つ
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
量
云
う
迄
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
　
「
手
前
之
儀
、
私
の
用
」

と
し
て
郡
奉
行
・
代
官
が
百
姓
を
使
役
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
の
も
ま
た
当
然
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
行
為
は
、
百
姓
が
年
貢
皆
済

に
出
精
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
年
貢
一
通
り
迄
と
百
姓
存
様
に
仕
か
け
、
外
之
儀
無
之
様
に
仕
処
第
一
也
。

右
の
ご
と
く
「
年
貢
一
通
り
迄
」
と
「
百
姓
」
が
考
え
る
よ
う
に
「
仕
か
け
」
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
「
百
姓
」
を
農
業
に
出
精
さ
せ

る
こ
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
が
彼
ら
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
頼
宣
の
「
思
召
の
本
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
な
ら
、
先
に
述
べ
た
ご
と
き
「
指
出
者
と
諸
人
申
と
も
、
少
し
も
身
を
ひ
か
す
可

仕
」
と
い
わ
れ
る
際
の
頼
宣
の
真
意
も
ま
た
お
の
ず
か
ら
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
彼
の
「
思
召
に
叶
」
う
範
囲
内
で
の
「
指
出
扁
を
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許
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
歩
出
」
た
る
行
為
は
頑
と
し
て
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
郡
奉
行
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
へ

代
官
の
任
務
は
、
　
「
最
た
る
か
よ
き
」
と
か
「
指
出
た
る
か
悪
き
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
　
「
手
前
ニ
ハ
不
意
、
在
≧
之
事
に
建
て
ハ
指
出

可
申
役
儀
」
、
す
な
わ
ち
、
「
手
前
」
つ
ま
り
自
分
の
身
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
「
不
レ
構
」
、
た
だ
「
在
≧
」
の
事
に
つ
い
て
の
み
自
分
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
カ

量
で
専
心
励
む
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
滅
私
奉
公
と
い
う
こ
と
の
真
の
意
味
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
近
世
的
な
君
臣
関
係
が
一
言
で
表
現
さ

れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
「
在
≧
」
を
頼
宣
の
描
い
た
理
想
的
状
態
に
ま
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
、
そ
れ
が
郡
奉
行
・
代
官
の
勤
務
評
定
の
基
準
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
ご
と
き
農
民
支
配
の
観
点
に
立
つ
頼
宣
は
、
い
か
な
る
仕
方
で
そ
の
支
配
を
貫
徹
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

紀
州
藩
で
は
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
年
に
、
い
わ
ゆ
る
「
父
母
状
」
と
呼
ば
れ
る
教
訓
書
が
農
村
に
下
さ
れ
、
こ
れ
が
明
治
に
至
る
ま
で
紀
州
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
お
け
る
農
民
教
化
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
．
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
寛
文
年
間
に
こ
の
「
父
母
状
」
を
事
宜
自

身
が
敷
術
し
た
史
料
に
よ
っ
て
、
頼
宣
の
農
民
支
配
の
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
編
成
の
在
り
方
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
際
、
こ
の
下
穿
が
「
走
禽
出
来
さ
る
様
し
に
す
る
方
法
を
「
教
可
レ
申
」
と
い
う
観
点
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
　
「
父
母
状
」
は
農
民
の
日
常
的
生
活
に
お
け
る
道
徳
的
在
り
方
を
規
制
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
ま
さ
に

そ
れ
を
理
由
と
し
て
こ
の
「
父
母
状
」
を
守
ら
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
科
之
出
来
」
に
至
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
形
で

「
父
母
状
」
の
重
要
性
を
強
調
し
た
上
で
、
そ
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
頼
宣
が
農
民
の
心
の
在
り
様
を
も
自
己
の
思
想

下
に
包
摂
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
第
一
条
で
「
父
母
」
に
対
す
る
孝
が
説
か
れ
る
。
そ
の
際
「
真
実
の
孝
行
ハ
ニ
ツ
と
な
し
」
と
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
い
幕
藩
体

制
に
お
け
る
身
分
関
係
が
上
下
の
秩
序
関
係
を
土
台
に
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
、
紀
州
藩
自
体
が
家
臣
団
統
制
に
お
い
て
家
中
的
編
成
を
行

な
い
孝
の
論
理
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
、
こ
こ
で
農
民
の
守
る
べ
き
徳
目
の
第
一
条
に
孝
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
意
図
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

お
の
ず
か
ら
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
第
二
条
で
は
「
法
度
」
の
遵
守
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
、
先
述
し
た
ご
と
く
法
度
が
農
民
に
対
す
る
教
化
の
側
面
を
も
っ
て

い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
法
度
遵
守
が
農
民
の
守
る
べ
き
課
題
と
さ
れ
た
理
由
も
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
法
度
は
、
あ
る
意
味

で
は
「
科
之
撮
来
」
せ
ざ
る
よ
う
な
状
態
に
保
つ
予
防
検
束
的
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
、
こ
こ
で
法
度

遵
守
が
説
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
も
は
や
言
う
迄
も
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め

　
さ
ら
に
第
三
条
で
は
「
謙
不
レ
奢
事
」
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
説
明
と
し
て
「
分
限
程
に
身
を
持
」
す
る
こ
と
、
お
よ
び
「
百
姓
の
作
法
に
心
得
、

ヘ
　
　
カ
　
　
へ

上
を
敬
し
申
所
第
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
揚
合
、
　
「
謙
」
こ
と
が
す
な
わ
ち
「
分
限
を
守
る
」
こ
と
を
意
味
し
、
「
不
レ
著
」
こ
と
が
百

姓
と
し
て
の
「
作
法
」
を
心
得
、
　
「
上
を
敬
」
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
、
こ
の
条
が
幕
藩
体
制
社
会
を
特
色

づ
け
て
い
る
身
分
制
の
維
持
の
観
点
か
ら
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
百
姓
が
百
姓
と
し
て
の
「
分
限
」

を
守
り
、
自
己
の
「
作
法
」
を
心
得
て
、
百
姓
と
し
て
の
職
分
で
あ
る
生
産
に
出
精
さ
せ
る
こ
と
は
、
幕
藩
領
主
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
課
題

の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
頼
宣
に
と
っ
て
も
こ
の
条
を
掲
げ
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
の
で

あ
る
。

　
最
後
に
、
　
「
面
≧
の
家
職
を
勤
、
正
直
を
本
と
す
る
事
」
と
い
う
条
項
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
の
前
半
の
説
明
は
次
の
ご
と
く
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

　
　
顕
≧
の
家
職
を
不
忘
様
よ
く
勤
虚
夢
ハ
、
我
身
之
為
、
百
姓
ハ
耕
作
の
徳
有
之
、
上
よ
り
の
御
褒
美
に
あ
ひ
候
て
世
に
お
そ
ろ
し
き
者
も
無
之
。

右
の
史
料
で
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
百
姓
が
自
己
の
「
家
職
」
で
あ
る
農
業
生
産
に
励
み
、
生
産
を
増

加
さ
せ
、
年
貢
の
皆
済
を
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
は
、
単
に
「
我
身
尊
爵
」
に
な
る
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
「
耕
作
の
徳
」
を
も
期
待
で
き
る
の

で
あ
り
、
そ
の
上
ま
た
「
上
よ
り
の
御
褒
美
」
に
も
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
頼
宣
が
教
化
の
目
的
と
し
て
い
る

こ
と
は
、
百
姓
に
対
し
そ
の
職
務
を
し
っ
か
り
と
認
識
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
百
姓
は
他
の
こ
と
は
考
え
ず
、
専
心

自
己
の
職
務
で
あ
る
農
業
生
産
に
出
精
し
、
生
産
の
増
加
に
奮
励
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
そ
の
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教
化
が
生
産
の
増
加
を
単
に
一
方
的
に
説
く
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
教
化
の
有
効
性
は
半
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
こ
こ

で
は
、
生
産
の
増
加
に
努
力
す
る
こ
と
は
結
果
と
し
て
「
我
身
之
為
」
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
「
耕
作
の
徳
」
が
期
待
で
き
、
そ
の

上
ま
た
「
上
よ
り
の
御
褒
美
」
さ
え
与
え
ら
れ
る
と
さ
れ
、
し
か
も
年
貢
皆
済
を
し
た
百
姓
に
と
っ
て
「
世
に
お
そ
ろ
し
き
者
」
は
何
も
な
い

と
説
き
伏
せ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
農
民
が
生
産
増
加
に
励
む
べ
く
そ
の
努
力
が
促
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
耕
作
の
徳
」

の
可
能
性
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
中
世
末
以
降
、
生
産
力
の
発
達
に
よ
り
自
立
の
可
能
性
を
与
え
ら
れ
た
小
農
は
、
中
世

に
お
け
る
よ
う
な
後
世
へ
の
希
求
に
お
い
て
で
は
な
く
、
こ
の
現
世
の
中
に
自
己
の
救
済
の
可
能
性
を
率
い
出
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
故
、
幕
藩
領
主
が
小
農
の
生
産
意
欲
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
た
と
え
そ
れ
が
幻
想
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
小
農
の
現
実
的
願
望

に
そ
っ
た
何
ら
か
の
圏
標
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
そ
こ
に
、
作
徳
の
可
能
性
が
掲
げ
ら
れ
る
根
拠
が
存
在
し

た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
注
貿
す
べ
き
点
は
、
年
貢
皆
済
し
た
百
姓
に
と
っ
て
「
世
に
お
そ
ろ
し
き
者
」
は
何
も
な
い
と
い
う
教
示
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
先
述
し
た
「
年
貢
一
通
迄
と
百
姓
存
様
に
仕
か
け
」
る
べ
き
こ
と
、
と
い
う
郡
奉
行
・
代
官
に
対
し
て
な
さ
れ
た
訓
示
と
対
を
な
す

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
一
面
で
農
民
の
年
貢
皆
済
後
の
自
由
が
あ
る
範
囲
内
で
容
認
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
こ
に
近
世

農
民
の
到
達
し
た
地
平
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
他
面
こ
の
よ
う
な
幻
想
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
民
の
生
産
意
欲
を
増
大
さ

せ
ん
と
す
る
頼
宣
の
生
産
増
大
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
強
い
意
志
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
頼
宣

に
お
け
る
百
姓
自
身
の
家
職
に
対
す
る
意
識
を
植
え
つ
け
よ
う
と
す
る
観
点
は
、
前
述
し
た
頼
宣
の
家
臣
団
に
対
す
る
任
務
意
識
の
植
え
つ
け

と
同
じ
線
上
に
あ
る
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
父
母
状
」
最
後
の
条
項
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
説
明
の
後
半
に
は
次
の
ご
と
く
あ
る
。

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
正
直
を
さ
へ
本
と
す
れ
ハ
、
右
之
ケ
条
ハ
不
背
、
我
と
本
理
に
叶
な
り
。

こ
こ
で
は
「
正
直
」
を
「
本
」
と
す
れ
ば
、
自
然
と
「
本
理
」
に
叶
う
と
説
か
れ
て
い
る
。
　
「
こ
の
正
直
」
が
、
心
正
し
く
素
直
で
偽
ら
ざ
る

態
度
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
単
に
そ
の
よ
う
に
の
み
単
純
に
解
釈
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
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な
ら
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
出
さ
れ
て
く
る
背
景
に
は
、
百
姓
が
新
田
を
隠
し
、
あ
る
い
は
年
貢
量
の
軽
減
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
図

っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
そ
の
よ
う
な
行
為
を
道
徳
的
に
否
定
す
る
た
め
に
提
示
さ
れ
た
徳
目
が
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
「
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

直
」
な
る
徳
目
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
仕
方
で
行
な
わ
れ
た
百
姓
の
領
主
権
力
に
対
す
る
闘
争
に
対

し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
論
理
の
一
環
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
　
＝
旧
号
と
理
解
し
て
は
じ
め
て
、
こ
の
言
葉
の
正
確
な
意
味
が
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
解
釈
の
正
当
性
は
、
こ
の
「
正
直
」
を
「
本
」
と
す
れ
ば
「
吊
出
ケ
条
」
を
門
不
レ
背
」
と
あ
る
ご
と
く
、
「
正
直
」
が
前
述
の
諸
徳
目

を
保
証
す
る
第
一
の
徳
目
と
さ
れ
て
お
り
、
か
く
し
て
上
に
対
す
る
偽
ら
ざ
る
心
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
裏

づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
と
す
る
な
ら
こ
の
「
正
直
」
は
、
家
臣
団
に
対
し
求
め
ら
れ
た
「
信
の
心
」
と
同
じ
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
正
直
」
を
「
本
」
と
す
る
こ
と
は
、
自
然
と
「
本
選
」
に
叶
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
「
父
母
状
」
に
つ
い
て
頼
宣
自
身
が
敷
耀
し
た
説
明
文
に
即
し
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
そ
こ
に
は
、
　
「
孝
」
と
い
う
人

倫
的
徳
目
、
法
度
の
遵
守
、
身
分
欄
的
な
「
分
限
」
の
維
持
、
百
姓
と
し
て
の
「
家
職
」
の
強
調
、
百
姓
の
出
精
を
促
が
す
作
言
の
強
調
、
お

よ
び
百
姓
の
領
主
権
力
へ
の
服
従
を
強
要
す
る
「
正
直
」
な
る
徳
目
の
強
制
、
と
い
っ
た
幕
藩
領
主
権
力
の
農
民
支
配
に
不
可
欠
な
諸
要
素
が

主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
こ
の
「
塩
出
」
は
、
　
「
御
代
官
郡
奉
行
」
が
「
幾
度
も
替
り
」
、
「
此
度
承
り
た
る
土

民
」
が
「
死
失
」
せ
て
も
「
孫
≧
に
伝
不
レ
滅
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
ま
た
こ
こ
で
も
、
頼
宣
の
理
想
が
次
の
ご
と

く
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
マ
　
　
つ
　
　
マ
　
　
ヵ
　
　
あ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ね
　
　
ヵ
　
　
た
　
　
あ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
能
得
心
い
た
し
候
ハ
Σ
、
郡
奉
行
之
目
違
穿
て
も
是
程
之
混
合
能
候
と
て
、
郡
奉
行
定
候
免
よ
り
高
免
に
申
出
る
程
之
風
俗
に
仕
候
ハ
ね
ハ
　
御
出
の
所

　
　
に
不
相
叶
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
れ
が
頼
宣
の
君
民
関
係
に
お
け
る
理
想
で
あ
る
。
あ
る
い
は
む
し
ろ
頼
宜
の
理
解
し
た
徳
治
政
治
の
理
想
と
い
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
身
勝
手
な
理
想
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
後
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
頼
宣
の
こ
の
教
化
の
対
象
が
「
庄
屋
年
寄
」
に
対
し
て
の
み
で
な
く
、
　
「
末

56 （348）



徳川頼宣の藩教学思想（柴田）

≧
の
軽
き
思
寄
も
な
き
者
」
ま
で
含
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
次
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
末
≧
の
百
姓
ハ
虫
も
同
前
懸
者
に
て
、
聞
入
も
下
之
に
付
、
雑
嚢
て
も
其
甲
斐
無
之
杯
と
上
へ
の
申
分
ハ
難
立
候
。

こ
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
頼
宣
は
、
　
「
末
≧
之
軽
き
思
寄
も
な
き
者
」
で
あ
っ
て
も
、
教
化
を
通
じ
て
道
徳
的
成
長
を
促
が
す
こ
と
が

で
き
る
し
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
の
心
を
掌
握
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
や

る
。
か
か
る
見
解
の
う
ち
に
は
、
小
農
を
単
に
愚
民
と
し
て
の
み
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
を
む
し
ろ
積
極
的
に
教
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
自
立
を
促
が
し
、
か
く
し
て
近
世
大
名
と
し
て
の
自
己
の
基
盤
を
拡
大
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
頼
宣
の
意
図
も
窺
い
知
ら
れ
る
の
で

　
⑬
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
頼
宣
の
態
度
は
、
　
「
学
漫
」
を
修
得
し
た
幕
藩
領
主
に
と
っ
て
そ
の
進
む
べ
き
方
向
が
何
で
あ
っ
た
か
を
指
し
示
す
具
体

例
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
農
民
の
心
の
支
配
と
い
う
い
わ
ば
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
支
配
の
方
向
性
に
他
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

①
　
平
山
行
三
氏
は
前
掲
書
（
一
践
七
～
一
五
八
頁
）
で
、
紀
州
藩
に
お
け
る
農
民

　
支
配
機
携
で
あ
る
「
郡
奉
行
・
代
官
一
大
庄
屋
⊥
掌
中
－
百
姓
の
支
配
系
統
は
寛

　
永
の
末
ま
で
に
は
藩
領
全
体
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
見
解
に
私
も
聲
同
し
た
い
。

②
　
郡
奉
行
・
代
官
の
基
本
的
在
り
方
と
し
て
は
次
の
ご
と
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
大
抵
奉
行
所
よ
り
申
遣
儀
ハ
少
も
無
違
背
、
大
儀
な
る
事
を
も
軽
く
請
、
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
様
に
も
申
渡
次
第
二
仕
儀
先
以
体
殖
之
作
法
に
て
候
。

③
そ
れ
は
ま
た
、
例
え
ば
村
々
へ
の
人
足
役
賦
課
に
つ
い
て
、

　
　
御
急
に
て
な
く
ハ
、
此
村
を
ハ
延
引
致
へ
し
。
又
此
度
の
人
足
ハ
可
指
延
。
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
じ

　
　
漫
漫
急
な
ら
ハ
こ
れ
ノ
＼
の
指
引
仕
り
を
し
可
一
杯
と
自
身
割
を
も
致
、
楚
皆

　
　
以
賛
し
心
入
也
。

　
と
さ
れ
、
「
自
身
割
」
が
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

④
　
徳
治
政
治
を
め
ぐ
っ
て
の
那
波
活
所
の
頼
宜
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿

　
「
那
波
活
所
と
徳
川
頼
宣
」
で
検
討
し
た
。

⑤
　
そ
れ
は
人
足
役
賦
諜
に
際
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
　
ぬ

　
　
奉
行
所
よ
り
申
来
候
漣
、
分
な
く
た
区
き
い
た
し
無
用
捨
鞭
後
日
之
痛
二
成
へ

　
　
し
。

　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
定
で
き
る
。

⑥
近
世
に
お
い
て
特
徴
的
な
触
状
形
式
の
法
は
、
そ
の
典
型
的
な
形
態
で
あ
る
と

　
考
え
ら
れ
る
。

⑦
紀
州
藩
で
は
、
後
述
す
る
い
わ
ゆ
る
「
父
母
状
」
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
思
わ

　
れ
る
。

⑧
　
「
父
母
状
」
と
は
次
の
ご
と
き
内
容
で
あ
る
。

　
　
父
母
に
孝
行
に
、
法
度
を
守
り
、
謙
り
不
奢
し
而
、
面
々
の
家
職
を
勤
、
正
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鮨
脱
力
）

　
　
を
本
と
す
る
事
誰
も
存
た
る
事
な
れ
と
も
、
い
よ
く
相
心
得
候
様
に
、
常
々

　
　
鉦
…
油
岬
町
下
へ
二
仏
可
申
陥
剛
也
。

　
角
南
龍
公
撒
令
」
東
京
大
学
図
書
館
蔵
）
。
ま
た
、
　
「
紀
伊
田
辺
町
大
帳
」
　
（
東

　
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
万
治
三
年
の
条
に
、
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正
月
殿
様
父
母
孝
行
の
御
制
作
、
三
月
三
日
玉
置
九
左
衛
門
殿
町
中
之
者
共

　
　
へ
御
蕪
覗
聞
被
成
候
。

　
と
記
さ
れ
、
そ
の
あ
と
「
父
母
状
」
の
文
面
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
れ

が
、
万
治
三
年
正
月
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

⑨
平
山
磯
は
前
掲
書
で
、
「
郷
組
を
統
轄
す
る
大
庄
屋
が
、
農
村
支
配
の
諸
事
項

　
に
つ
い
て
、
百
姓
に
申
し
聞
か
せ
遵
守
せ
し
め
る
旨
を
記
し
て
藩
に
差
し
出
す
一

　
札
」
で
あ
る
「
郷
組
一
札
」
の
制
度
が
、
元
禄
よ
り
文
久
に
至
る
ま
で
紀
州
藩
農

　
村
制
度
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
一
八
九
～
一
九
二
頁
）
。
そ
の
際
、
こ

　
の
罰
金
一
札
の
第
一
条
に
記
載
さ
れ
た
箇
条
が
「
父
母
状
」
の
欝
葉
で
あ
っ
た
。

⑩
　
こ
こ
で
孝
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
お
こ
う
。
慶
安
二
年
に
触
れ
出
さ
れ
た
い

　
わ
ゆ
る
慶
安
御
触
書
（
「
条
令
拾
遺
」
内
閣
文
庫
蔵
）
に
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い

　
る
。

　
　
親
に
能
く
孝
行
の
心
深
く
あ
る
へ
し
、
を
や
に
孝
行
の
第
一
は
、
其
身
無
病
に

　
　
て
煩
候
は
ぬ
様
二
、
扱
又
大
酒
を
買
の
ミ
、
喧
嘩
す
ぎ
不
仕
様
二
身
持
ヲ
好
い

　
　
た
し
、
兄
弟
中
よ
く
、
兄
は
弟
を
あ
ハ
れ
み
、
弟
ハ
無
二
随
ひ
、
互
二
む
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
し
く
け
れ
は
、
親
殊
之
外
悦
も
の
二
候
。
此
趣
ヲ
守
り
候
ヘ
ハ
、
仏
神
の
御
恵

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ゐ
　
　
へ

　
　
も
あ
り
て
、
道
に
も
叶
、
作
も
能
出
来
と
り
み
も
多
く
有
之
も
の
二
分
。

　
こ
の
よ
う
に
幕
府
法
令
に
お
い
て
も
孝
は
、
　
「
仏
神
の
御
薪
」
と
い
う
宗
教
的
側

　
面
、
　
「
道
に
も
叶
」
と
い
う
道
徳
的
側
面
、
お
よ
び
「
作
も
能
出
来
と
り
み
も
多

　
く
有
之
」
と
い
う
現
実
の
生
産
の
増
大
を
保
証
す
る
理
念
と
し
て
も
説
か
れ
て
い

　
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
宗
教
的
保
証
、
道
徳
的
保
証
お
よ
び
現
実

　
の
生
産
面
に
お
け
る
保
証
と
し
て
農
民
の
日
常
生
活
全
体
に
貫
徹
す
る
論
理
と
し

　
て
孝
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

　
孝
が
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
身
分
制
的
秩
序
を
保
読
す
る
論
理
と
し
て
利
用
さ
れ

　
て
い
た
こ
と
は
［
冨
う
迄
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
際
注
意
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
次
の
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
の
慶
安
御
触
書
の
冒

　
頭
に
、

　
　
公
儀
御
法
度
を
恐
レ
、
地
頭
代
官
之
事
を
お
ろ
か
に
不
存
、
扱
又
名
主
組
頭
を

　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
へ

　
　
は
真
の
親
と
お
も
ふ
へ
き
事
、

　
と
あ
る
言
葉
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
こ
の
魚
条
の
構
文
が
、
　
〈
公
儀
御

　
法
度
－
地
頭
代
官
一
名
主
組
頭
－
百
姓
〉
と
い
う
タ
テ
の
序
列
に
よ
っ
て
組
み
立

　
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
（
但
し
「
公
儀
御
法
度
」
と
あ
っ
て
「
公
儀
」

　
で
は
な
い
事
に
注
意
）
。
そ
こ
に
す
で
に
上
下
の
秩
序
化
が
見
い
出
さ
れ
る
か
ら

　
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
際
、
　
「
名
主
組
頭
」
が
一
般
百
姓
に
対
し
「
真
の
親
」
と

　
し
で
位
鐙
づ
け
ら
れ
て
い
る
事
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
孝
の
論
理

　
が
一
般
百
姓
の
個
々
の
家
を
越
え
て
、
い
わ
ば
農
民
相
互
間
の
上
下
の
秩
序
化
を

　
正
当
化
す
る
論
理
に
転
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
右
の
孝
の
論

　
理
は
そ
れ
自
身
単
独
で
機
能
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
他
方
で
「
名
主
組
頭
」

　
が
村
役
人
と
し
て
の
公
的
性
格
を
持
つ
事
に
よ
り
一
般
百
姓
の
個
劉
性
に
優
位
す

　
る
、
と
い
う
論
理
に
支
え
ら
れ
て
い
る
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
こ
こ
で
は
、
孝
の
論
理
と
公
私
の
論
理
と
は
常
に
運
携
し
か
つ
相
補
い

　
合
い
な
が
ら
、
諸
階
贋
間
の
身
分
的
上
下
関
係
を
秩
序
づ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

　
そ
れ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

⑪
　
こ
の
「
正
直
」
の
徳
目
は
、
頼
宣
が
「
風
俗
よ
け
れ
ハ
年
貢
も
無
〆
偽
納
」
と
述

　
べ
て
い
る
如
く
、
彼
が
「
風
俗
」
矯
正
の
結
果
と
し
て
年
貢
が
「
無
ン
偽
納
」
め
ら

　
れ
る
状
態
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
前
掲
書
付
ω
に
、
「
牢
屋
に
科
人
一
人
も
無
之
段
も
達
御
下
御
機
嫌
被
思
召
候
」

　
と
あ
る
。
あ
る
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
な
る
ほ
ど
教
化
と
い
う
方
法
自
体
が
、
一
面
で
愚
民
観
の
裏
返
し
的
側
面
を
持

　
つ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
か
る
教
化
が
人
民
支
配
の
た

　
め
に
不
可
欠
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
や
は
り
従
来
の
恣
意
的
支
配
に
対
し
一
線

　
を
画
さ
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
教
化
に
よ
る
人
罠
の
精
神
的
成
長
と
い
う
こ
と

　
を
あ
る
程
度
ま
で
認
め
る
考
え
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
人
民
支
配
に
お
け
る
教
化

　
の
有
効
性
を
承
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
か
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か
る
教
化
を
基
軸
と
し
た
人
民
支
配
は
、
た
と
え
そ
の
背
後
に
愚
民
観
が
潜
ん
で

い
た
と
し
て
も
、
他
方
で
は
人
民
の
精
神
的
成
長
を
承
認
し
て
も
い
る
こ
と
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
認
識
こ
そ
、
幕
藩
領
主
に
対
し
て
人
民

支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
編
成
を
不
可
避
な
ら
し
め
た
さ
い
の
根
拠
に
他
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

徳11i頼宣の藩教学思想（柴田）

　
こ
れ
迄
四
章
に
わ
た
っ
て
、
徳
川
頼
宣
の
藩
教
学
思
想
が
ど
の
よ
う
な
論
理
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
か
を
検
討
し
て
き
た
。
本
稿

を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
　
「
は
じ
め
に
」
で
指
摘
し
た
課
題
に
そ
く
し
な
が
ら
本
文
の
分
析
結
果
を
一
般
化
し
、
今
後
の
展
望
と
し
て
お
き
た

い
。　

す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
頼
宣
は
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
那
波
活
所
に
そ
の
思
想
的
根
拠
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
二
塁
属
さ
れ
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
い
こ
と
は
、
年
所
の
近
世
的
家
臣
観
、
あ
る
い
は
徳
治
政
治
と
か
文
武
観
に
示
さ
れ
た
人
間
把
握
の
重
要
性
と
い
っ
た
主
張
が
、
頼
宣
の
教

学
思
想
の
具
体
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
点
で
あ
る
。
即
ち
、
頼
宣
は
か
か
る
活
所
の
主
張
を
自
己
の
近
世
大
名
と
し
て
の
課
題
意
識

の
な
か
で
反
翻
し
な
が
ら
、
彼
自
身
の
教
学
思
想
を
形
成
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
的
実
践
が
本
文

で
述
べ
た
頼
宣
の
家
臣
団
統
制
と
農
民
支
配
と
い
う
課
題
の
中
で
果
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
教
学
思
想
を
構
想
す
る
際
、
頼
宣
は
何
を
目
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
端
的
に
い
え
ば
そ
れ
は
、
公
の
階
層
的
秩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

序
化
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
成
り
立
た
せ
、
か
つ
正
当
化
す
る
概
念
装
置
と
し
て
公
私
の
論
理
が
採
用
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
補
強
す
る
徳
目
と
し
て
忠
・
孝
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
近
世
幕
藩
制
社
会
が
い
わ
ゆ
る
公
儀
体
制
と
し
て
編
成
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
、
近
世
大
名
が
自
己
の
課
題
お
よ
び
位
置
を
正
確
に
認
識
し
、
把
握
す
る
時
、
彼
ら
が
か
か
る
公
の

階
層
的
秩
序
化
に
向
か
う
こ
と
は
あ
る
意
味
で
必
然
的
な
過
程
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
さ
て
、
右
に
述
べ
た
点
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
頼
宣
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
「
学
文
」
と
は
、
彼
が
藩
支
配
を
実
現
し
て
い
く
上
で
い
わ
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ば
不
可
欠
な
前
提
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
ま
た
、
限
定
さ
れ
た
枠
内
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
人
民
支
配
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
自
立
性
を
求

め
ら
れ
た
家
長
団
が
「
学
文
」
の
修
得
を
要
請
さ
れ
た
理
由
も
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
近
世
に
お
け
る
「
学
文
」
の

性
格
お
よ
び
そ
の
修
得
の
必
要
性
、
そ
れ
こ
そ
が
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
近
世
大
名
の
両
者
を
緊
密
に
結
び
つ
け
た
理
由
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
頂
点
的
思
想
家
の
思
想
を
今
後
研
究
対
象
と
す
る
際
、
彼
ら
が
近
世
社
会
と
い
う
あ
る
特
定
の
歴
史
的
社
会
の
な
か
で
し

か
存
在
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
常
に
右
に
述
べ
た
よ
う
な
近
世
社
会
に
お
け
る
「
言
文
」
の
特
質
を
念
頭
に
置
い
て
こ
そ
始

め
て
、
そ
の
思
想
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

①
　
拙
稿
「
那
波
町
所
の
思
想
」
二
章
注
（
7
）
参
照
。

②
　
拙
稿
「
那
波
活
所
と
徳
川
頼
宣
」
三
章
参
照
。

⑧
　
公
私
の
論
理
が
活
所
思
想
の
う
ち
に
ど
の
よ
う
に
内
在
化
さ
れ
て
い
た
か
に
つ

　
い
て
は
本
業
改
め
て
検
討
を
加
え
た
い
。

④
中
世
社
会
に
お
い
て
は
、
イ
エ
が
そ
れ
自
体
あ
る
意
味
で
自
立
し
た
存
在
で
あ

　
つ
た
が
故
に
、
孝
が
忠
に
対
し
て
独
立
し
た
徳
闘
と
し
て
主
張
さ
れ
、
両
者
が
並

存
し
て
い
た
の
に
対
し
、
近
世
社
会
で
は
、
も
は
や
イ
エ
が
単
独
で
自
立
性
を
主

　
張
し
え
ず
、
忠
孝
と
い
う
上
下
の
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
せ
ね

　
ば
な
ら
な
い
。

⑤
　
本
文
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
頼
宜
に
お
け
る
「
学
文
」
の
中
心
が
活

　
所
の
儒
学
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
一
般
的
に
、
「
偽
文
」
翻

　
儒
学
と
い
う
訳
で
は
な
い
点
に
注
意
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
穴
学
研
鯵
黄
　
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
富
匿
バ
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The　Sl〈ilied　level　of　Rice　Cultivation　under　the

　　　Irrigatie玲byエ：）ifees　and　f～eservoirs　琿皮渠

by

Kenjiro　Yoneda

　　Ip　our　journal，　38，　No．　5，．1　announced　an　article　under　the　title　of

“The　Technique　of　Rice　Culivation　in　Ch‘iang　Huai　’ZI：？ts’at　Latept　Han

後漢1’。The　po圭nt　of　my　consideration　was　to　show　that　both　the

cρmme11乞on　Haco－ken－3hui－7eou　火耕水牛i　of　Ying　Shao指呼and　the

l　Omment　oll　the　passage　of　7如ジ2％稲人at　Chou－li回礼of　Cheng

Hsilan鄭：玄show　the　consecutive　rice　cultivation，　and　that　there　are

no　suggestion　abogt　t1卑e　biennially　fallow　in　Ch‘i－min一夕ao－shu斉民聖経．

This　article　was　also　opposed　to　the　opinion　of　Sadao　Nishij2ma　that

the　biennially　fallow．was　common　as　the　cultivation　method　from　llatn

｝’g　to　abotit　the　middle　of　Tang　IS．i・　（S．　Nishijjma，　“　Huo－ken－shui－nou”

in　Studies　Presented　£o　Dr．　Wada　on　the　Occasion　of　His　Sixtieth

Birthday）．　1．ater，　in　“The　Study　of　Economic　History　of　ChiRa”，　he

denled　’モ盾高垂撃?ｔｅｌｙ　my　opinion　and　reaMrmed　the　theory　of　biennially

failow．　My　article　pub｝ished　in　“The　Ory6　Shigaku”，　8，　criticizecl　his

opiiiion　again　and　coi｝firmed　tkat　there　were　no　serious　errors　in　my

first　article．

　　However，　in　this　article，　the　particular　liistorical　materials　stating

directly　the　art　of　cultivation　were　used，　so　it　would　be　said　an　open

piToblem　whether　its　cQnclusioB　can　be　appiied　to　the　mentioned　items

reffering　to　rice　cultivation　in　autheiitic　records　and　othersi　or　not．

Here　1　examine　thls　respect．

The　EdificatGry　Thought　of　Tokz｛ga’wa　Yorinobu徳川頼1宣

by

Jun　Shlbata

　　The　lmportant　probleiT｝s　by　which　the　power　of

the　BaknhanLRegiine幕藩体制was　cOnfronted　are

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（462）

the　feudal　lords　of

both　subsun31ng　the



personal　doma沁and　power　of　the　former　ages　to　superior　power　and

grasping　the　Koleoro心of　the　people．　So　it　was　inevitable　for　the

feudal　lords　to　master　the　Gakasbun学文．　Toflugawa　Yorinobu　was　a

typical　daimNo大名who　mastered　it．　Therefore　investigat圭ng　how　he

controlled　the　vassals　and　people　is　bound　up　with　the　elucidation　of

the　thought　for　the　rule　ilユthe　Modern　Ages一世ラ丘．

　　In　thisarticle　I　clarified　as　follows・First　as　to　the　control　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

vassals　Toleasgawa　Yorinobas　regarded　the　Kokoro心and　the　Katachi形

as　two　most圭mporta耽elements．　And　he　thought　that　the　maintenance

and　the　discipline　of　the　Kofeoro　accelerated　tlユe　manifestation　of　the

Katachi　and　that伽ally　they　were　uBified　by　the　Chu忠ill　which　the

Goayo五常was　inherent．　By　this　thought　he　intended　to　establish　the

modern　rela亡量on　of　Iord　and　vassals．　Secondly　as　to　the　control　of　the

peasants　he　expected　the　district　magistrates　or　the　bai董iffs　to　be

independent．　for　the　e1ユlightenment　of　t｝1e　peasants　to　some　degree．

Simultaneously　taking　even　the　petty　farmers　illto　consideration，　he

intended　to　grasp　the」Kokoro　of　the　peasants　through　the　enllghtenment

of　them　in　order　to　expand　the　base　of　his　own　power．

Quantitative　Methods　in　Contemporary　Historiography

by

Keiji　Shibai

　　These　two　decades　the　application　of　quantitative　methods　＝一一com－

puters，　statistical　analysis，　and　mathematical　models一　to　history　has

beeR　increasingiy　made　on　a　world－wide　scale．　Especially　in　the　United

States　it　has　been　fuily　done　not　as　a　personal　success　but　as　a　conti－

nuous　movement　with　instltutionalizations，　and　recently　produced　aR

innovative　histoty－a　“quantitative”，　“new”，　or　“social　science”

history．

　The　aim　here　is　to　examine　the　meanlngs　aiid　functions　of　quantitative

methods　in　contemporary　historiography．　1　make　lt　clear　that　quanti－

tative　methods　play　an　lmportant　role　in　the　process　of　historical

studies；　that　is，　a　useful　means　of　analyzing　histoz“ical　problems，　an

acceptance　of　the　scientific　formulatlon　of　investigatlon　and　explanation

in　history，　and　a　methodologlcaHnnovation　ln　contemporary　historiog一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（461）




